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インターネットで資金集め
クラウドファンディングで夢を実現！

　市では、４月からクラウドファンディング「FAAVO（ファーボ）
しもきた」の運営をスタートさせています。
　このサービスは、夢やアイデアを持っている方が、資金面で諦
めることのないよう、むつ市・大間町・東通村・風間浦村・佐井
村が資金調達の場を提供することで、夢の実現を応援するもので
す。
　現在、第 5 弾となる「下北のスグリ」をたくさんの人に届けるた
めに新しいキッチンを作りたい！を展開中で、すでに 3 件のプロ
ジェクトが資金集めに成功しています。

出身地と出身者をつなぐＦＡＡＶＯ

　クラウドファンディングは、インターネットでの展開となるた
め、遠方にいる下北出身者がふるさとで頑張る方を応援すること
も容易になります。
　ＦＡＡＶＯは、「購入型」と呼ばれるクラウドファンディングで、
支援に対してのリターン品（お礼の品）があります。企画にあった
お礼の品を準備し、目標金額に達成した際は、責任をもって支援
者へお送りすることになります。
　ＦＡＡＶＯを使って夢を実現したいとお考えの方は、起案者向
けガイドや申込書などの関係書類を、市ホームページに掲載する
ほか、市民連携課で配布しています。ぜひ、お問い合わせください。

問 市民連携課連携担当　☎ 22-1111 内線 2152

第５弾 チャレンジ中

「下北のスグリ」をたくさんの人に届けるために

　　新しいキッチンを作りたい！

　　　　　　　　　　12 月 14 日まで 11
2016
vol.29
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表紙　
10 月 15 日（土）に脇野沢
九 艘 泊 地 区 で 開 催 さ れ
た「ご近所知恵だし会議
with 青森中央学院大学」
で焼きぼしづくりを指導

「
下
北
の
ス
グ
リ
」の
お
い
し
さ
を
知
っ
て

　

む
つ
市
ふ
る
さ
と
納
税
の
お
礼
の
特
産
品
と
し
て
も
人
気

の
チ
ャ
ー
リ
ー
ズ
ジ
ャ
ム
で
は
、
下
北
の
ス
グ
リ
や
ベ
リ
ー
の

ジ
ャ
ム
を
多
く
の
方
に
届
け
た
い
と
の
想
い
が
あ
る
も
の
の
、

現
在
の
設
備
で
は
、
新
商
品
の
開
発
や
ジ
ャ
ム
以
外
の
製
品

を
作
る
こ
と
が
難
し
い
状
態
で
す
。

高
齢
化
の
進
む
農
家
に
も
あ
か
り

　

下
北
で
は
以
前
か
ら
ス
グ
リ
は
た
く
さ
ん
の
家
庭
で
栽
培

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
販
売
商
品
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

そ
の
栄
養
価
も
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
ス
グ
リ
が
体
に

も
良
く
お
い
し
い
、
し
か
も
無
農
薬
栽
培
が
可
能
で
重
労
働

も
無
い
と
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
下
北
の
農
業
も
活
性
化

が
図
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
農
家
の
高
齢

化
が
進
み
、
地
元
の
近
川
地
区
で
も
休
耕
畑
が
増
え
ま
し
た
。

あ
ち
こ
ち
に
担
い
手
の
な
い
農
地
だ
け
が
取
り
残
さ
れ
て
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
成
功
し
、
ジ
ャ

ム
の
生
産
量
が
増
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
農
地
を
ベ
リ
ー
畑
と

し
て
さ
ら
に
活
用
し
、
地
域
の
雇
用
の
場
も
増
え
、
若
者
が

地
元
に
帰
っ
て
き
や
す
く
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

全
国
へ「
下
北
の
ス
グ
リ
」発
信

　

新
し
い
キ
ッ
チ
ン
を
設
置
し
ジ
ャ
ム
を
よ
り
多
く
生
産
す

る
こ
と
で
、
下
北
の
ス
グ
リ
を
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら

い
、
む
つ
市
に
多
く
の
人
が
訪
れ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
キ
ッ
チ
ン
が
完
成
し
た
ら
実
際
に
ジ
ャ
ム
作
り
を

し
て
い
る
様
子
を
お
客
様
に
も
見
て
い
た
だ
き
、
そ
の
場
で

味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

全
国
へ
「
下
北
の
ス
グ
リ
」を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

新
し
い
キ
ッ
チ
ン
が
必
要
で
す
！
ど
う
か
み
な
さ
ん
の
応
援
、

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

下風呂でにぎわいの
コミュニティカフェ
古川たらこさん

『FAAVO しもきた』第 1 弾の、風間浦村で
グラフィックデザイナーとして活動する
古川たらこさん。マグロ一筋のＴシャツ
をデザインした方です。「本州最北のい
で湯・下風呂温泉で歴史と文化のにぎわ
いづくりプロジェクト」のファンディング
を成功し、風間浦村下風呂でコミュニティ
カフェ（午前10時～午後６時、水曜休み）を
展開中です。
　「いつもおいしいジャムをありがとう♥
応援しています！！がんばれ～！！！」と
佐々木さんへエールが送られました。

ＦＡＡＶＯで資金集めを行なっているチャーリーズジャムの佐々木郁美さんと、チャーリーズジャムのロゴマークのモデルともなっ
ている旦那さん



( 4 )( 5 )

本
州
最
北
端

　

食
の
こ
だ
わ
り
フ
ェ
ア

　
　
　
　
　

｜

本
州
最
北
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
届
け
る

｜

10 月５日（水）

in 

東
京

上　香り豊かな天然きのこ
左　天然きのこをその場で天ぷらに
下　圧倒的な存在感の海の幸

　

む
つ
市
の
食
材
を
使
っ
た
さ
ま
ざ

ま
な
料
理
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
、

世
界
で
活
躍
す
る
シ
ェ
フ
を
始
め
、

関
東
圏
域
で
食
に
携
わ
る
み
な
さ
ま

に
「
む
つ
市
の
う
ま
い
！
」
を
ご
紹

介
。
今
後
の
活
用
に
繋
げ
て
い
た
だ

こ
う
と
い
う
フ
ェ
ア
の
第
２
弾
。

　

会
場
の
東
京
飯
田
橋
「
ホ
テ
ル
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ
ン
ト
」
に
は
、

む
つ
か
ら
持
ち
込
ん
だ
食
材
が
ず
ら

り
と
並
び
、
そ
の
す
ぐ
向
い
側
で
は
、

シ
ェ
フ
が
そ
の
場
で
食
材
を
調
理
し

て
振
る
舞
う
な
ど
、
会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

揚
げ
た
て
の
天
然
マ
イ
タ
ケ
の
天

ぷ
ら
や
、
焼
き
た
て
の
陸
奥
湾
産

ホ
タ
テ
な
ど
に
舌
鼓
を
打
っ
た
あ

と
は
、
デ
ザ
ー
ト
も
充
実
。
「
の
む

ヨ
ー
グ
ル
ト
と
り
ん
ご
果
汁
の
寒
天

よ
せ
」
や
「
ク
レ
ー
ム
ブ
リ
ュ
レ
夏

秋
イ
チ
ゴ
の
マ
ル
ム
ナ
ー
ド
添
え
」

は
素
材
の
活
か
し
方
の
可
能
性
を
広

げ
ま
す
。
い
ま
や
「
む
つ
市
の
う
ま

い
！
」
の
代
表
格
を
担
う
「
海
峡

サ
ー
モ
ン
」
「
一
球
入
魂
か
ぼ
ち
ゃ
」

「
夏
秋
イ
チ
ゴ
」
「
斗
南
丘
牧
場
の

む
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
な
ど
の
魅
力
に
来

場
者
は
興
味
津
々
。
そ
れ
ぞ
れ
の
生

産
者
か
ら
の
説
明
を
受
け
、
食
材
の

魅
力
の
ポ
イ
ン
ト
や
、
生
産
方
法
、

入
手
方
法
な
ど
を
熱
心
に
質
問
し
て

い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
実
際
に
調
理
に
携
わ
る

シ
ェ
フ
だ
け
で
な
く
、
「
新
鮮
な
食

　調理学校で学生たちが実習で使う新し
い食材を探しに来ました。青森県の食材
といえば、これまではリンゴなどといっ
たところしか使用していませんでした
が、こんなに食材が充実しているとは思
いませんでした。
　 今 後、 む つ 市 の 食 材 と 学 生 が プ ロ
デ ュ ー ス す る レ ス ト ラ ン と の コ ラ ボ
レーションも面白いかもしれませんね。

学校法人食糧学院
原田 美穂子 さん

来場者が感じた

『むつ市の食材』   
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材
」
に
着
目
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の

方
々
が
来
場
。
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
、

食
材
そ
の
も
の
の
魅
力
、
生
産
者
の
努

力
と
人
柄
、
む
つ
市
の
発
信
力
を
感
じ

て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

２
月
、
京
都
で
の
フ
ェ
ア
に
続
く

第
２
弾
。
む
つ
下
北
の
豊
か
な
自
然

と
、
生
産
者
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
生

み
出
し
た
「
む
つ
市
の
う
ま
い
！
」

が
、
日
本
全
国
で
活
躍
す
る
日
は
遠

く
あ
り
ま
せ
ん
。　

～海峡サーモンの
　　　アスピック～ 

北彩漁業生産組合
  海峡サーモン使用

～陸奥湾産天然帆立貝
　　  の帆立醤油焼き～ 

陸奥湾産天然ホタテ使用

～一球入魂かぼちゃの
　　　　  　　　タルト～ 

下北カンブリア農場
 一球入魂かぼちゃ使用

～長谷川さんの放し飼い卵
　  　　のクレームブリュレと

　　夏秋イチゴの

　　　　
マルムナード添え～ 

川口農園
 夏秋イチゴ（すずあかね）使用

　洋食のシェフをしています。今後自分
の料理に調理法を取り入れられたらと思
い来場しました。有名な食材以外にも、
生産者が一生懸命作ってくださったもの
がたくさんあり、勉強になりました。
　こういうところに来るといろいろ考え
させられ、イメージが膨らみます。

コートヤード・バイ・マリオット
東京ステーション（シェフ）

白川 純 さん

　千葉の食材をどうすれば全国に広めて
いくことができるか。他県の事業者がど
のような形で PR しているのかを学びに
来ました。
　当行のお取引先同士をつなぎ合わせた
り、様々なご提案をする上で、金融の立
場としてもこのような機会は参考になり
ます。

千葉銀行
諸橋 健太 さん

　来場された方々に、今回のフェアの感
想をうかがいました。

食材が実際にどのようなパフォーマンスをするか。
来場者の目はときに厳しい。

長期計画決算消費生活議会 フェア国際交流 FAAVO図書館 学力information健康陸奥覧
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む
つ
市
長
期
総
合
計
画
策
定
市
民
会
議

４
回
で
延
べ
２
１
８
名
参
加

　

市
で
は
、
青
森
中
央
学
院
大
学
経
営
法
学
部 

佐
藤
淳
准

教
授
の
ご
協
力
の
も
と
、
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
形
式
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
り
、
10
年
後
の
将
来
像
や
そ
の
実
現
に

向
け
て
必
要
な
取
組
に
つ
い
て
、
沢
山
の
市
民
の
み
な
さ

ま
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
現
在
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
参
考

に
素
案
の
作
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

※
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ （
右
写
真
）

　

カ
フ
ェ
の
よ
う
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、
メ

ン
バ
ー
の
組
合
せ
を
変
え
な
が
ら
、
小
グ
ル
ー
プ
で
話
し

合
い
を
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
た
か
も
参
加
者
全
員
で

話
し
合
っ
て
い
る
よ
う
な
効
果
が
得
ら
れ
、
新
し
い
ア
イ

デ
ア
や
気
づ
き
が
生
ま
れ
ま
す
。

市
民
会
議
開
催
状
況（
参
加
者
数
）

○
第
１
回　

６
月
11
日（
土
）57
名

○
第
２
回　

７
月
２
日（
土
）55
名

○
第
３
回　

７
月
16
日（
土
）46
名

○
第
４
回　

７
月
30
日（
土
）60
名

　

全
４
回　

合
計
２
１
８
名
が
参
加

むつ市への想いをお話しください

　誰もが誇りと夢や希望を抱いて暮らすことができるまちを実現するた
め、市民のみなさまの声をお聴きしながら、中長期的な視点で新たな長
期総合計画づくりを進めています。
　長期総合計画とは、市政運営の基本的な理念や方針などを体系的にま
とめたもので、いわば市の将来に向けた道しるべと言えるものです。

長
期
総
合
計
画
策
定
市
民
会
議
で
市
民
の
み
な
さ
ま
か

ら
の
ご
意
見
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
10
年
後
ど
ん
な
む
つ
市
に
な
っ
て
い
た
い
で
す
か
？

・
子
ど
も
が
い
っ
ぱ
い
い
て
、
子
ど
も
の
声
が
沢
山
聞
こ

え
る
ま
ち

・
み
ん
な
が
元
気
に
楽
し
い
生
活
を
送
れ
る
ま
ち

・
市
民
が
胸
を
張
っ
て
自
慢
で
き
る
よ
う
な
ま
ち

・
若
い
人
が
住
み
た
く
な
る
空
き
家
の
な
い
ま
ち

・
Ｉ
Ｔ
を
通
じ
て
住
民
が
安
心
で
き
る
ま
ち 

な
ど

Ｑ
10
年
後
の
む
つ
市
の
た
め
に
取
り
組
み
た
い
ア
ク

シ
ョ
ン
は
？

・
市
民
が
胸
を
張
っ
て
自
慢
で
き
る
よ
う
な
ま
ち
に
す
る

た
め
に
、
む
つ
市
の
魅
力
を
学
び
体
験
で
き
る
体
制

づ
く
り
を
し
ま
す
。

・
兼
業
・
副
業
で
き
る
ま
ち
に
す
る
た
め
に
、
小
さ
な
仕

事
づ
く
り
を
し
ま
す
。

・
都
会
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
な
い
で
暮
ら
し
て
い
け
る

ま
ち
に
す
る
た
め
に
、
市
を
挙
げ
て
Ｉ
Ｔ
を
推
進
し

ま
す
。

・
若
者
の
職
業
選
択
が
も
っ
と
自
由
に
で
き
る
ま
ち
に
す

る
た
め
に
、
色
ん
な
社
会
人
と
の
交
流
を
活
発
に
し

ま
す
。

・
む
つ
市
を
よ
く
知
ら
な
い
若
者
に
向
け
て
、
ど
こ
に
何

が
あ
る
か
わ
か
る
ア
プ
リ
を
つ
く
り
ま
す
。

　

な
ど
、
沢
山
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市民のみなさまからご意見をお聴きしています

パブリックコメント募集

　市では、むつ市長期総合計画の素案ができ次第、市民の
みなさまに素案に対するご意見をうかがい、参考とさせてい
ただく予定としています。

【意見募集期間（予定）】
　11 月中旬～ 12 月中旬
※募集期間が決まりましたら市ホームページ等でお知らせ

します。
【閲覧場所】

　総合戦略課、各庁舎管理課、図書館、中央公民館、むつ
来さまい館
※素案は閲覧のほか、希望される方には配布または郵送し

ます。また、市ホームページからもダウンロードできます。
【意見を提出できる方】

　市内在住・在勤・在学の方や市内に事業所のある団体
【提出方法】

　指定の様式により、市総合戦略課へ電子メール、ＦＡＸ、
郵送されるか、またはご持参ください。

【パブリックコメントおよび総合開発審議会の問合せ・応募先】
　総合戦略課地方創生担当
　　　〒 035-8686　むつ市中央一丁目 8 番 1 号
　　　　☎ 22-1111 内線 2814

　 　 　 　 　    F 　23-4108　Ｅ senryaku@city.mutsu.lg.jp

総合開発審議会公募委員募集

　むつ市長期総合計画の策定に当たり、『むつ市総合開発審
議会』の委員を公募により募集します。
　この審議会は、市の総合開発計画や実施について、市長
の諮問に応じて必要な調査および審議を行うものです。

【公募委員の委員数】
　５名程度（全委員数は、30 名以内）

【任期】
　委嘱の日から２年間

（平成 28 年 11 月から平成 30 年 10 月までを予定）
【応募資格】※次の要件を満たす方
・市内に住所を有する方　
・国もしくは地方公共団体の議員または常勤の公務員でない方
・平成 28年 11月から平成 29年３月までの期間、平日の日

中に開催される審議会（３～４回程度）に参加できる方
【応募方法】

　住所、氏名、生年月日、性別、電話番号、勤務先を明記し、「10
年後のむつ市のために取り組みたいこと」をテーマにご意見

（800 ～ 1200 字程度）を提出してください。（様式は特に定め
ていません。）

【締切】平成 28 年 11 月 11 日（金）
【報酬等】

　会議に出席される際に、市の規定により報酬および交通
費を支給します。

【選考方法】
　書類選考により決定し、応募者全員に結果を通知します。

むつ市
未来を
一緒に
考える むつ市長期総合計画策定市民会議では、青森中央学院大学の学生や田名部高校の生徒な

どのご協力で、会議の経過をリアルタイムで絵や図を使ってわかりやすく記録していくと
いう、グラフィックハーベスティング（写真）という手法を用いました。

長期計画決算消費生活議会 フェア国際交流 FAAVO図書館 学力information健康陸奥覧

むつ市の未来を
創っています

２０１６．１１２０１６．１１
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●健全化判断比率【表２】
27 年度

決算
26 年度

決算
早期健全

化基準
財政再
生基準

実質赤字比率 － － 12.60％ 20.00％
連結実質赤字比率 － － 17.60％ 30.00％
実質公債費比率※ 16.9％ 17.3％ 25.00％ 35.00％
将来負担比率※ 182.8％ 198.3％ 350.00％ 基準なし
※参考（平成 27 年度）　				  
　実質公債費比率 16.9％ （全国 1,741 市町村中 ワースト 26 位）
　将来負担比率 182.8％ （全国 1,741 市町村中 ワースト 20 位）

●各会計の資金不足比率【表３】
資金不足

比率
経営健全

化基準
下水道事業特別会計 － 20.00％
魚市場事業特別会計 － 20.00％
水道事業会計 － 20.00％
※表中「－」は、実質赤字、連結実質赤字および資金不足がないことを示しています。

財
政
中
期
見
通
し
２
０
１
６

　

持
続
可
能
な
財
政
運
営
と
す
る
た
め
に
は
、
長
期
的

な
視
点
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
一
方
で
、
あ
る
程
度
の

正
確
性
の
あ
る
現
実
的
な
見
通
し
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
8
月
に
作
成
し
た
『
財
政
中
期
見
通
し

２
０
１
６
』に
お
い
て
、
当
市
の
今
後
5
年
間
の
収
支

見
込
額
【
表
４
】を
試
算
し
た
も
の
が
左
の
収
支
見
込
み

額
の
推
移
と
な
り
ま
す
。

　

合
併
算
定
替
え
に
か
か
る
普
通
交
付
税
の
段
階
的
減

少
や
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
の
大
幅
な
減
少
が
見

込
ま
れ
る
一
方
で
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
経
費
や
公
共

施
設
等
の
更
新
等
に
か
か
る
経
費
の
増
大
に
加
え
、
大

畑
診
療
所
の
資
金
不
足
解
消
や
む
つ
総
合
病
院
の
債
務

負
担
行
為
の
履
行
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。	

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率

　

平
成
27
年
度
決
算
で
は
、
全
て
の
健
全
化
判
断
比
率【
表

２
】が
前
年
度
よ
り
改
善
し
、
国
の
基
準
値
以
下
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
全
国
１
７
４
１
市
町
村
中
、
実
質
公
債
費
比

率
で
は
ワ
ー
ス
ト
26
位
、
将
来
負
担
比
率
で
は
ワ
ー
ス
ト

20
位
で
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

健
全
度
の
判
断
に
は
、
５
つ
の
比
率
が
用
い
ら
れ
、

実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費

比
率
、
将
来
負
担
比
率
の
指
標
が
１
つ
で
も
『
早
期
健
全

化
基
準
』を
超
え
る
と
、
財
政
健
全
化
計
画
の
策
定
が
義

務
づ
け
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
財
政
状
況
が
悪
化
し
『
財
政

再
生
基
準
』を
超
え
る
と
、
国
の
管
理
の
も
と
で
、
財
政

の
再
建
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、水
道
事
業
会
計
な
ど
で
は
、資
金
不
足
比
率【
表

３
】が
『
経
営
健
全
化
基
準
』を
超
え
る
と
、
経
営
健
全
化

計
画
の
策
定
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

●収支見込額の推移【表４】
年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 32 年度

収支見込額 7 億円 4.3 億円 2.8 億円 ▲ 3.1 億円 ▲ 9.9 億円

持
続
可
能
な
財
政
運
営

　

財
政
健
全
化
は
、
市
民
生
活
に
直
結
し
ま
す
。
す
な

わ
ち
、
こ
れ
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
で
市
民
の
要
望
に
応

え
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、

む
つ
市
発
展
の
た
め
に
も
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。

　

今
後
、
歳
入
に
見
合
っ
た
財
政
規
模
へ
の
転
換
を
図

り
、
将
来
世
代
へ
積
み
残
し
を
し
な
い
持
続
可
能
な
財

政
運
営
【
表
５
】を
目
指
し
、
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
真
に
必
要
な
事
務
事
業
を
見
極
め
、

徹
底
し
た
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●県内他市の財政調整基金【表５】

基金残高 標準財政規模
からみた割合

むつ市 ２億 1242 万円 １．２％
青森市 42 億 7191 万円 ６．２％
八戸市 37 億 3631 万円 ７．３％
弘前市 29 億 5175 万円 ６．８％
十和田市 56 億 2166 万円 ３０．５％
五所川原市 ６億 1700 万円 ３．６％
１）財政調整基金とは、決算剰余金などを積み立て、財源を

調整したり、急激な税の落ち込みや災害などに備えるた
めの貯金です。この基金によって、より計画的な財政運
営を行なうことが可能となります。当市では、主に除排
雪経費が不足した場合に活用しています。

２）一般的に、持続可能な財政運営を図る上で、財政調整基
　金は標準財政規模の１０％が適正とされていますが、当市
　の平成２７年度の基金残高は、標準財政規模の１．２％と低
　水準であることから、今後、決算剰余金を確実に積み立て
　ていきたいと考えています。

長期計画決算消費生活議会 フェア国際交流 FAAVO図書館 学力information健康陸奥覧

お
知
ら
せ
し
ま
す
む
つ
市
の
財
政
状
況

345
億円

人件費
39億円
11.6%

扶助費
68 億円
20.0%

公債費
43 億円
12.5%

物件費
33 億円
9.7%

補助費等
68億円
19.9%
340
億円

歳出歳入

市税
58億円
16.8%

地方交付税
115 億円
33.4%

国庫支出金
62億円
18.0%

県支出金
35億円
10.3%

市債
29 億円
8.3%

その他依存財源
15億円　4.3%

普通建設事業
35億円 10.4%

繰出金
30 億円
8.8%

維持補修費
7億円 2.2%

その他 17 億円 4.9%

その他自主財源
15億円 4.2%

使用料及び手数料
2億円 0.7%

繰入金
11 億円 0.7%

分担金及び負担金
2億円 0.7%

各会計決算【表１】
会計名 歳入 歳出 歳入歳出差引額 翌年度へ繰り越すべき財源 実質収支額

一般会計 345 億　630 万円 340 億 2,943 万円 4 億 7,687 万円 909 万円 4 億 6,778 万円

特別会計名 162 億 1,597 万円 166 億 5,483 万円 △ 4 億 3,886 万円 262 万円 △ 4 億 4,148 万円
国民健康保険特別会計 81 億 1,597 万円 86 億 3,509 万円 △ 5 億 3,209 万円 0 万円 △ 5 億 3,209 万円
後期高齢者医療特別会計 4 億 7,644 万円 4 億 7,109 万円 535 万円 0 万円 535 万円

下水道事業特別会計 14 億 7,731 万円 14 億 7,725 万円 6 万円 6 万円 0 万円

公共用地取得特別会計 1 億　591 万円 1 億　581 万円 10 万円 10 万円 0 万円

介護保険特別会計 59 億 1,193 万円 58 億 2,727 万円 8,466 万円 0 万円 8,466 万円

魚市場事業特別会計 1 億 4,138 万円 1 億 3,832 万円 306 万円 246 万円 60 万円

会計名 水道事業収益 水道事業費用 収支差引額 翌年度へ繰り越すべき財源 実質収支額

水道事業会計（税抜） 16 億 4,525 万円 15 億 2,547 万円 1 億 1,978 万円 0 万円 1 億 1,978 万円

　決算の詳細は、市ホームページに掲載しています。　問 財務課財政担当(22-1111内線 2323

企業会計決算

　『地方公共団体の財政の健全化に関する法律』により、
財政の健全度を判断するために設けられた健全化判断比率
の算定および公表が義務付けられています。

　平成 27 年度のむつ市一般会計等の決算が、むつ市議会第 229 回定例会において認定されましたので、
決算のあらましと財政状況についてお知らせします。
黒字を確保
　一般会計の歳入は、対前年度比 4.0％増の 345 億 630 万円、歳出は対前年度比 4.4％増の 340 億
2943 万円となり、歳入歳出差引額は４億 7687 万円となり、これから翌年度への繰越財源 909 万円を
差し引いた実質収支額では、4 億 6778 万円の黒字を維持することができました。【表１】
　また、実質収支で４億 6778 万円の黒字となり、前年度の実質収支２億 3921 万円を差し引いた、
平成 27 年単年度収支でも２億 2857 万円の黒字となりました。
　

  平成 27 年度決算状況
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主
な
議
案
の
説
明

【
議
案
第
44
号
】む
つ
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
基
金

条
例

　
　

む
つ
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に
基
づ

　

く
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
事
業
に
係
る
事

　

業
年
度
間
の
財
源
調
整
を
す
る
た
め
、
基
金

　

を
設
置
す
る
も
の

【
議
案
第
45
号
】む
つ
市
総
合
開
発
審
議
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

む
つ
市
議
会
か
ら
の
通
知
を
踏
ま
え
、
む

つ
市
総
合
開
発
審
議
会
の
委
員
に
む
つ
市
議

会
の
議
員
を
選
出
し
な
い
こ
と
と
す
る
た
め
、

条
文
整
備
を
す
る
も
の

【
議
案
第
46
号
】む
つ
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

廃
棄
物
の
減
量
お
よ
び
リ
サ
イ
ク
ル
を
推

進
す
る
と
と
も
に
受
益
者
負
担
の
適
正
化
を

図
る
た
め
、
一
般
廃
棄
物
処
理
手
数
料
の
う

ち
指
定
ご
み
袋
に
関
す
る
手
数
料
の
額
を
改

定
す
る
も
の

【
議
案
第
47
号
】工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
（
大
畑

町
魚
市
場
建
設
第
2
期
工
事
（
建
築
工
事
）に
係
る

工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
た
め
の
も
の
）

・
契
約
の
目
的　
　

　
　
　
　
　
　

大
畑
町
魚
市
場
建
設
第
2
期
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
建
築
工
事
）

・
契
約
の
方
法　
　
　

指
名
競
争
入
札

・
契
約
の
金
額　
　
　

3
億
９
０
９
６
万
円

・
契
約
の
相
手
方　
　

杉
山
建
設
工
業
株
式
会
社　

【
議
案
第
48
号
】む
つ
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

の
変
更
に
つ
い
て

　
　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
の
規
定

に
基
づ
く
財
政
上
の
特
別
措
置
を
活
用
す
る

た
め
、
む
つ
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の

一
部
を
変
更
す
る
も
の

【
議
案
第
51
号
】平
成
28
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補

正
予
算

　
　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
下
北
半
島
と
青
森
市

を
結
ぶ
離
島
航
路
の
運
行
に
係
る
補
助
金
の

ほ
か
、
増
加
が
見
込
ま
れ
る
ふ
る
さ
と
納
税

の
寄
附
者
の
皆
様
へ
の
謝
礼
に
要
す
る
経
費

並
び
に
財
政
調
整
基
金
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄

附
金
基
金
お
よ
び
新
た
に
設
置
す
る
予
定
の

過
疎
地
域
自
立
促
進
基
金
へ
の
積
立
金
、
有

料
老
人
ホ
ー
ム
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
整
備
等

に
係
る
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
補
助
金
、

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
定
期
接
種

化
に
伴
う
助
成
に
要
す
る
経
費
、
就
農
初
期

段
階
に
お
け
る
青
年
就
農
者
の
支
援
の
た
め

の
給
付
金
、
海
と
森
ふ
れ
あ
い
体
験
館
の
屋

根
の
修
理
工
事
費
、
後
年
度
の
元
金
償
還
お

よ
び
利
息
負
担
の
軽
減
の
た
め
の
長
期
債
繰

上
償
還
金
、
一
般
社
団
法
人
む
つ
下
北
医
師

会
が
指
定
管
理
者
と
な
っ
て
い
る
む
つ
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
の
平
成
27
年
度
決
算

に
係
る
赤
字
額
を
補
塡
す
る
た
め
、
一
部
事

務
組
合
下
北
医
療
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
負
担

金
を
増
額
す
る
一
方
、
掘
削
工
法
お
よ
び
掘

削
地
点
の
見
直
し
に
伴
い
、
燧
岳
周
辺
地
域

地
熱
開
発
関
連
事
業
費
を
減
額
し
た
も
の

　
　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
支
出
金
に
は
歳

　

出
と
の
関
連
に
お
い
て
補
助
見
込
額
を
、
財
産

　

収
入
に
は
旧
本
庁
舎
跡
地
に
係
る
貸
付
料
、
寄

　

附
金
に
は
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
を
、
繰
入
金

　

に
は
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
基
金
繰
入
金
お
よ

　

び
減
債
基
金
繰
入
金
を
、
諸
収
入
に
は
地
熱
資

　

源
開
発
調
査
事
業
費
助
成
金
の
交
付
見
込
額
お

　

よ
び
建
物
災
害
共
済
金
を
、
市
債
に
は
事
業
と

　

の
関
連
に
お
い
て
借
入
見
込
額
を
、
繰
越
金
に

　

は
前
年
度
決
算
剰
余
金
を
計
上
し
た
も
の

・
補
正
額（
増
額
補
正
）

　
　
　
　
　
　
　

３
億
４
５
４
３
万
９
０
０
０
円

【
議
案
第
52
号
】平
成
28
年
度
む
つ
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
型
肝
炎
等
の
高
額

な
治
療
薬
が
保
険
適
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

医
療
費
の
増
加
に
伴
い
、
共
同
事
業
拠
出
金

を
増
額
し
た
も
の

　
　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
共
同
事
業
拠
出
金
の

増
加
に
伴
い
、
国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
お

よ
び
共
同
事
業
交
付
金
を
増
額
し
た
も
の

・
補
正
額（
増
額
補
正
）

　
　
　
　
　
　

１
億
３
８
９
９
万
９
０
０
０
円

【
議
案
第
53
号
】平
成
28
年
度
む
つ
市
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

　
　

介
護
給
付
費
負
担
金
等
の
精
算
に
伴
い
、国
、

県
お
よ
び
支
払
基
金
へ
の
返
還
金
が
生
じ
た
こ

と
並
び
に
地
域
支
援
事
業
費
の
人
件
費
増
加
に

伴
い
増
額
す
る
も
の

・
補
正
額（
増
額
補
正
）

　
　
　
　
　
　

１
億
１
２
７
８
万
３
０
０
０
円

【
議
案
第
64
号
】財
産
の
処
分
に
つ
い
て

　
　

む
つ
市
分
収
林
設
定
条
例
の
規
定
に
基
づ

く
契
約
に
よ
り
設
定
し
た
分
収
林
の
立
木
を

売
り
払
い
、
そ
の
収
益
を
造
林
者
と
の
間
に
お

い
て
分
収
す
る
た
め
の
も
の

【
報
告
第
28
・
29
号
】専
決
処
分
し
た
事
項
の
報

告
に
つ
い
て
（
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定
め

る
こ
と
に
つ
い
て
）

　

平
成
28
年
2
月
1
日
に
発
生
し
た
自
動
車

事
故
（
報
告
第
28
号
）、
平
成
28
年
7
月
15
日
に

発
生
し
た
自
動
車
事
故
（
報
告
第
29
号
）に
つ
い

て
、
和
解
し
、
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
た
も
の

※
平
成
27
年
度
一
般
会
計
決
算
お
よ
び
各
会
計
決
算
に

お
け
る
審
査
内
容
に
つ
い
て
は
14
・
15
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

むつ市議会だより
－第 229 回定例会－  平成 28 年 8 月 29 日～ 9 月 23 日

　むつ市議会第 229 回定例会が、去る 8 月 29 日から 9 月 23 日までの 26 日間の会期で開かれました。
　今定例会では 22 議案・5 報告が上程され、審議の結果、それぞれ可決・認定・報告されました。
　「むつ市議会だより」では、定例会におけるそれぞれの議案の審議内容、議決の結果、一般質問の要旨、各常任委員
会の活動等について、ご紹介します。

編集 むつ市議会広報広聴委員会
発行 むつ市議会
青森県むつ市中央一丁目８番１号
　　　　　　　　　　(22-1111

春

夏

秋

冬

短　歌

末
だ
青
き
つ
る
梅
も
ど
き
伐
り
た
れ
ば
た
ち
ま
ち
は
じ
け
朱
実
現
は
る

若　

木　

幸　

子

刈
ら
ず
あ
り
野
に
置
く
草
は
丈
伸
び
て
日
々
に
色
褪
せ
風
の
ま
ま
な
り

葛　

西　

秀　

子

虹
の
空
暁
の
空
星
の
空
百
面
相
の
ふ
し
ぎ
な
る
空津　

田　

美　

代

高
台
の
墓
に
詣
で
て
空
を
見
る
心
に
残
る
景
色
変
わ
ら
ず

中　

村　

勢　

子

俳　句

秋
草
の
揺
れ
ゐ
る
朝
の
厨
窓

山　

田　

と　

し

日
頃
よ
り
近
所
の
絆
震
災
忌

駒　

谷　

容　

子

夫
と
酌
む
ワ
イ
ン
の
酔
い
や
盆
の
月

大　

森　

順　

子

夏
の
月
湯
宿
の
夜
は
深
み
ゆ
く

菖
蒲
川　

タ
カ
エ

萩
の
花
揺
れ
て
季
節
の
分
か
れ
ゆ
く

瀬　

川　

文　

子

敬
老
会
集
ひ
し
人
に
母
偲
び

渡　

部　

せ
い
子

秋
出
水
老
い
の
身
守
る
時
も
な
く

真　

手　

す　

ゑ

覚
え
あ
る
声
の
行
き
か
ふ
稲
架
の
か
げ

戸　

川　

美
重
子

木
瓜
の
実
や
ど
の
孫
も
個
々
の
癖
を
持
つ

中　

村　

悦　

子

亡
き
父
の
大
好
き
ナ
ス
ビ
焼
く
夕
べ

橋　

本　

フ　

ミ

川　柳

真
実
を
守
る
胡
桃
の
固
い
殻

髙　

橋　

星　

湖

宝
物
売
っ
て
寂
し
い
流
れ
星

織　

田　

澄　

香

口
よ
り
も
目
か
ら
本
気
度
滲
み
出
る

渡　

邊　

寂　

隆

厭
な
こ
と
言
っ
て
し
ま
っ
て
目
が
冴
え
る

髙　

橋　
　

樟　

問 むつ市消費生活センター（産業振興課内）
☎ 22-1353（直通）

〈土曜、日曜、祝日、お急ぎの場合などは〉
 全国共通消費者ホットライン　☎局番なし 188

消費生活センターだより

　

10
月
中
旬
、
市
内
に
住
む
Ａ
さ
ん
宅
に
市
役
所
職

員
を
名
乗
る
男
性
か
ら
電
話
が
あ
り
、
「
保
険
金
を

払
い
す
ぎ
て
い
る
の
で
、
多
く
支
払
っ
た
分
を
還
付

す
る
。
」
と
最
寄
り
の
ス
ー
パ
ー
に
設
置
し
て
い
る

Ａ
Ｔ
Ｍ
（
自
動
払
戻
機
）
に
誘
導
さ
れ
、
携
帯
電
話

で
指
示
さ
れ
る
ま
ま
操
作
し
た
と
こ
ろ
、
Ａ
さ
ん
名

義
の
口
座
か
ら
見
ず
知
ら
ず
の
個
人
口
座
に
合
計
約

２
５
０
万
円
が
振
り
込
み
送
金
さ
れ
、
だ
ま
し
取
ら

れ
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

あ
る
日
突
然
、
市
役
所
の
職
員
を
名
乗
る
者
か
ら

電
話
が
来
て
、
「
お
金
が
戻
る
」
「
Ａ
Ｔ
Ｍ
」
「
携

帯
電
話
（
を
持
っ
て
い
る
か
）
」
「
銀
行
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
（
は
手
元
に
あ
る
か
）
」
と
い
う
言
葉

が
出
て
来
た
ら
、
還
付
金
サ
ギ
で
す
！
税
金
や
医
療

費
な
ど
の
還
付
金
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
支
払
わ
れ
る
こ
と

は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
還
付
金
サ
ギ
手
口
の
一
例

　

市
役
所
や
税
務
署
の
職
員
を
名
乗
り
、

・
「
過
去
○
年
間
の
医
療
費
の
戻
り
が
あ
る
。
」

・
「
数
ヶ
月
前
に
青
い
封
筒
を
送
っ
た
が
ま
だ
回
答
が

な
い
。
期
限
が
過
ぎ
た
の
で
早
急
に
手
続
き
す
る
必
要

が
あ
る
。
」

な
ど
と
、
医
療
費
や
税
金
の
還
付
（
返
す
）
手
続
き
で

あ
る
か
の
よ
う
に
装
い
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
行
く
よ
う
指
示
し
、

自
分
の
銀
行
口
座
か
ら
相
手
の
口
座
へ
お
金
を
振
り
込

ま
せ
る
よ
う
に
操
作
の
誘
導
を
し
ま
す
。　

　　

こ
の
よ
う
な
電
話
が
来
た
ら
、
還
付
金
サ
ギ
で
す
か

ら
、
す
ぐ
に
電
話
を
切
っ
て
市
役
所
ま
た
は
、
む
つ
市

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

も
し
、
お
金
を
送
金
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
場
合
は
、

早
急
に
警
察
や
取
引
銀
行
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

多発しています！還付金（かんぷきん）サギ
Vol.51

７月の値 前年同月 （前年同月比）
総排出量 2,389 t 2,382 t （＋ 7t）
資源回収量 188 t 207 t （－ 19t）
資源回収割合 7.9 % 8.7 % （－ 0.8 ポイント）
市民 1 人 1 日
の排出量 1,268 g 1,262 g （＋ 6g）

むつ市月間
ごみ総排出量 平成 28 年７月分　市環境政策課調べ

目指せ ごみ減量　資源回収にご協力を！

【参考】Ｈ 26 　1 人 1 日あたりの排出量
　　　　　　　全国 平均 947g/ 日　青森県平均 1,046g/ 日

町内会に加入しましょう

　町内会は、地域の方々の「連帯」を強め、「快適で
住みよいまち」を目指し自主的に活動しています。
また、防犯・防災の頼りとなるのも町内会です。市
では ､町内会への加入を促進し、地域と一体となっ
て住みよいまちづくりを進めています。

問 市民連携課( 22-1111内線 2153

長期計画決算消費生活議会 フェア国際交流 FAAVO図書館 学力information健康陸奥覧

２０１６．１１２０１６．１１



( 1 2 )( 1 3 )

【
議
案
第
46
号
】む
つ
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
質
疑　

手
数
料
引
き
上
げ
に
よ
る
年
間
増
収

見
込
額
は
い
く
ら
か
。

▼
答
弁　

平
成
26
年
度
実
績
と
同
程
度
の
ご
み

排
出
量
の
場
合
、
概
ね
２
８
０
０
万
円
程
度

の
歳
入
増
と
な
る
見
込
で
あ
る
。
な
お
、
ご

み
排
出
量
が
減
り
、
分
別
リ
サ
イ
ク
ル
が
進

ん
だ
場
合
、
ご
み
袋
の
購
入
枚
数
も
減
る
こ

と
か
ら
歳
入
も
減
少
す
る
こ
と
と
な
る
。

○
質
疑　

ご
み
袋
は
45
リ
ッ
ト
ル
と
22
・
５
リ
ッ

ト
ル
の
2
種
類
だ
が
、
中
間
の
大
き
さ
を
求

め
る
声
が
あ
る
。
種
類
を
見
直
す
考
え
は
な

い
か
。

▼
答
弁　

袋
の
サ
イ
ズ
に
つ
い
て
は
、
様
々
な

要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
平
成
20
年
7
月

の
む
つ
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
で
の

意
見
で
は
、
ご
み
袋
の
種
類
が
増
え
れ
ば
店

頭
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
難
し
く
な
る
、
22
・

５
リ
ッ
ト
ル
の
小
サ
イ
ズ
と
中
サ
イ
ズ
の
大

き
な
差
異
は
な
い
、
世
帯
構
成
に
よ
り
ご
み

排
出
量
は
大
き
く
異
な
る
の
で
、
袋
の
サ
イ

ズ
で
対
応
す
れ
ば
際
限
が
な
く
な
る
等
の
こ

と
か
ら
、
審
議
会
で
は
不
要
で
は
な
い
か
と

の
結
論
を
得
て
い
る
。

○
質
疑　

ご
み
は
ど
の
程
度
減
る
予
定
か
。

▼
答
弁　

人
口
減
少
も
あ
り
、
排
出
量
は
減
少

傾
向
に
あ
る
が
、
市
民
1
人
1
日
当
た
り
の

ご
み
排
出
量
は
横
ば
い
傾
向
に
あ
る
。
今
回

の
改
正
で
は
、
市
民
一
人
一
人
の
ご
み
減
量

化
、
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
意
識
付
け
を
目
指
す
も

の
で
あ
り
、
価
格
改
定
の
ほ
か
に
も
減
量
化
、

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど

の
施
策
も
展
開
し
、
平
成
33
年
度
に
は
市
民

1
人
1
日
当
た
り
の
ご
み
排
出
量
１
０
０
０

グ
ラ
ム
以
下
の
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
い
き
た
い
。

○
質
疑　

市
民
の
負
担
は
ど
れ
く
ら
い
増
え
る

か
。

▼
答
弁　

最
も
枚
数
の
多
い
「
も
え
る
ご
み
大
サ

イ
ズ
」を
例
に
と
る
と
、
1
世
帯
が
週
2
回
毎

回
ご
み
を
1
袋
ず
つ
出
し
た
場
合
、
年
間
で

1
世
帯
当
た
り
約
１
０
０
枚
購
入
し
て
い
る

こ
と
に
な
り
、
３
０
０
０
円
程
度
負
担
し
て

い
る
こ
と
と
な
る
。
今
回
の
改
定
で
は
、
1

枚
当
た
り
9
円
の
増
加
と
な
る
の
で
、
年
間

で
は
1
世
帯
当
た
り
９
０
０
円
の
支
出
増
と

想
定
し
て
い
る
。

【
議
案
第
51
号
】平
成
28
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補
正

予
算

○
質
疑　

旧
本
庁
舎
の
跡
地
貸
付
料
に
つ
い
て

▼
答
弁　

平
成
25
年
3
月
の
第
２
1
５
回
定
例

会
の
行
政
報
告
に
お
い
て
、
旧
庁
舎
跡
地
の

利
活
用
に
係
る
行
政
報
告
の
中
で
、
そ
の
一

部
を
リ
サ
イ
ク
ル
燃
料
貯
蔵
株
式
会
社
に
社

員
寮
建
設
用
地
と
し
て
貸
付
す
る
こ
と
を
報

告
し
た
。
そ
の
後
、
操
業
開
始
時
期
の
見
直

し
に
伴
い
、
現
在
ま
で
保
留
と
し
て
い
た

が
、
こ
の
度
、
9
月
か
ら
の
借
用
の
申
し
入

れ
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
8
月
31
日
に
同
社
と

正
式
に
土
地
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
、
貸
付

面
積
は
、
む
つ
市
金
谷
一
丁
目
46
番
1
の
内

４
７
７
９
．
９
４
平
方
メ
ー
ト
ル
、
貸
付
期

間
は
、
平
成
28
年
9
月
1
日
か
ら
平
成
78
年

8
月
31
日
ま
で
の
50
年
間
、
貸
付
料
は
年
間

３
１
６
万
９
１
４
０
円
と
し
、
今
年
度
に
つ

い
て
は
9
月
か
ら
3
月
ま
で
の
7
カ
月
分
で

予
算
計
上
し
た
も
の
で
あ
る
。

○
質
疑　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
に
つ
い
て
、

現
時
点
で
の
寄
附
額
と
今
年
度
の
見
通
し
お

よ
び
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
効
果
に
つ
い
て
。

▼
答
弁　

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
時
点
で
の
寄
附

額
に
つ
い
て
は
、
8
月
末
現
在
で
１
０
４
１

件
、
２
５
１
７
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年

度
の
同
時
期
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
特

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
た
6
月
か
ら
8
月

の
実
績
は
、
前
年
度
の
約
2
倍
強
で
推
移
し

て
い
る
。
9
月
以
降
に
お
い
て
も
同
様
の
推

移
に
な
る
も
の
と
見
込
ん
で
お
り
、
予
算
計

上
額
の
1
億
円
は
達
成
で
き
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
効
果

に
つ
い
て
は
、
寄
附
金
の
設
定
額
を
従
来

1
万
５
０
０
０
円
か
ら
1
万
円
と
し
た
こ
と

で
手
軽
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
、

返
礼
品
を
増
加
さ
せ
る
と
と
も
に
、
高
額
商

品
の
充
実
も
図
っ
た
こ
と
か
ら
、
魅
力
あ
る

商
品
構
成
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

【
議
案
第
53
号
】平
成
28
年
度
む
つ
市
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

○
質
疑　

介
護
給
付
費
負
担
金
等
を
返
還
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
。

▼
答
弁　

介
護
給
付
費
負
担
金
等
は
、
介
護
給

付
費
お
よ
び
地
域
支
援
事
業
費
に
そ
れ
ぞ
れ

定
め
ら
れ
た
割
合
に
応
じ
て
、
国
・
県
お
よ

び
支
払
基
金
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
度
、
返
還
金
が
生
じ
た
主
な
理
由
は
、

平
成
27
年
度
の
介
護
給
付
費
お
よ
び
地
域
支

援
事
業
費
の
実
績
額
が
概
算
交
付
時
点
に
お

い
て
、
国
・
県
お
よ
び
支
払
基
金
が
見
込
ん

だ
額
よ
り
減
額
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
負
担

金
等
の
精
算
に
よ
り
、
多
く
交
付
さ
れ
た
分

を
返
還
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
議
案
第
55
号
】平
成
27
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算（
総
括
質
疑
）

○
質
疑　

平
成
27
年
度
予
算
の
執
行
に
よ
り
得

ら
れ
た
効
果
や
各
事
業
お
よ
び
計
画
の
進
捗

状
況
、
ま
た
、
効
果
が
得
ら
れ
な
い
と
判
断

議案質疑・討論等議案に対し、通告のあった質疑とその答弁および討論等についてご紹介します。議案賛否一覧 今定例会で審議された議案の議決結果・賛否の一覧をご紹介します。

賛否の分かれた案件

議

決

結

果

賛否

改革改新 公明・政友会 自民クラブ 市誠クラブ 創世むつ 会派に属しない議員

　　　　　　　　　　会派名
　　　　　　　　　　議員氏名

　議案名

斉
　
藤
　
孝
　
昭

冨
　
岡
　
幸
　
夫

村
　
中
　
徹
　
也

菊
　
池
　
光
　
弘

岡
　
崎
　
健
　
吾

鎌
　
田
　
ち
よ
子

白
　
井
　
二
　
郎

中
　
村
　
正
　
志

野
　
呂
　
泰
　
喜

濵
　
田
　
栄
　
子

佐
々
木
　
　
　
肇

浅
　
利
　
竹
二
郎

石
　
田
　
勝
　
弘

菊
　
池
　
広
　
志

東
　
　
　
健
　
而

佐
　
賀
　
英
　
生

大
　
瀧
　
次
　
男

半
　
田
　
義
　
秋

富
　
岡
　
　
　
修

原
　
田
　
敏
　
匡

山
　
本
　
留
　
義

佐
々
木
　
隆
　
徳

工
　
藤
　
祥
　
子

横
　
垣
　
成
　
年

目
　
時
　
睦
　
男

川
　
下
　
八
十
美

◆議案第 46 号　むつ市廃棄物の処理及
び清掃に関する条例の一部を改正する
条例

原案
可決 19:5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ● ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ● ○

◆議案第 51 号　平成 28 年度むつ市一
般会計補正予算

◆議案第 55 号　平成 27 年度むつ市一
般会計歳入歳出決算

◆議案第 60 号　平成 27 年度むつ市介
護保険特別会計歳入歳出決算

原案
可決 21:3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○

※○は賛成、●は反対、「欠」は欠席または採決の際に不在の者、「退」は退席、「除」は除斥（地方自治法第 117 条の規定により、審議事件と一定の利害関
係を有するため審議に参与することができない者）、議長（浅利竹二郎）は採決に加わらない　（全議員 26 名　採決対象議員数 25 名）

◆議案第 53 号　平成 28 年度むつ市介護保険特別会計補正
予算

◆議案第 54 号　平成 28 年度むつ市魚市場事業特別会計補
正予算

◆議案第 56 号　平成 27 年度むつ市国民健康保険特別会計
歳入歳出決算

◆議案第 57 号　平成 27 年度むつ市後期高齢者医療特別会
計歳入歳出決算

◆議案第 58 号　平成 27 年度むつ市下水道事業特別会計歳
入歳出決算　

◆議案第 59 号　平成 27 年度むつ市公共用地取得事業特別
会計歳入歳出決算

◆議案第 61 号　平成 27 年度魚市場事業特別会計歳入歳出
決算

◆議案第 62 号　平成 27 年度水道事業会計利益剰余金の処
分について

◆議案第 63 号　平成 27 年度むつ市水道事業会計決算
◆議案第 64 号　財産の処分について（むつ市分収林設定条

例の規定に基づく契約により設定した分収林の立木を売
り払い、その収益を造林者との間において分収するため
のもの）

◆議案第 65 号　平成 28 年度むつ市一般会計補正予算
◆報告第 26 号　平成 27 年度むつ市健全化判断比率につい

て
◆報告第 27 号　平成 27 年度むつ市公営企業会計資金不足

比率について

→
全会一致で原案可決となった案件および報告のみの案件：
9 月 13 日採決　【欠席１：東健而】

◆議案第 49 号　人権擁護委員の候補者に推薦する者につき
意見を求めることについて

◆議案第 50 号　人権擁護委員の候補者に推薦する者につき
意見を求めることについて

◆報告第 25 号　平成 27 年度むつ市一般会計継続費精算報
告書

◆報告第 28 号　専決処分した事項の報告について（和解及
び損害賠償の額を定めることについて）

◆報告第 29 号　専決処分した事項の報告について（和解及
び損害賠償の額を定めることについて）

全会一致で原案可決 ･ 認定および報告のみの案件：9 月 23 日
採決　【欠席１：東健而】

◆議案第 44 号　むつ市過疎地域自立促進基金条例
◆議案第 45 号　むつ市総合開発審議会条例の一部を改正す

る条例
◆議案第 47 号　工事請負契約について（大畑町魚市場建設

第２期工事に係る工事請負契約を締結するためのもの）
◆議案第 48 号　むつ市過疎地域自立促進計画の変更につい

て
◆議案第 52 号　平成 28 年度むつ市国民健康保険特別会計

補正予算

し
た
事
業
や
施
策
と
同
時
に
今
後
廃
止
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
事
業
や
施

策
な
ど
、
平
成
27
年
度
の
決
算
状
況
に
つ
い

て
ど
う
思
う
か
。

▼
答
弁　

実
質
収
支
、
単
年
度
収
支
が
黒
字
、

財
政
調
整
基
金
積
立
額
も
増
加
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
市
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
各
種
財

源
対
策
を
実
施
し
て
い
る
結
果
と
し
て
、
市

財
政
が
着
実
に
健
全
化
の
方
向
に
進
ん
で
い

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
一
方
で
、
地
方
交

付
税
等
の
一
般
財
源
が
今
後
減
少
し
て
い
く

こ
と
や
市
債
残
高
等
を
考
慮
す
る
と
、
市
の

財
政
は
な
お
深
刻
か
つ
危
機
的
な
状
況
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
も
、
む
つ
市
の
将

来
を
切
り
拓
く
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
や
県

そ
し
て
民
間
に
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
着
実
に

実
施
し
て
き
た
。
ま
た
、
出
口
の
見
え
な
い

赤
字
事
業
や
施
設
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
や

市
民
の
皆
様
の
心
情
に
思
い
を
寄
せ
、
苦
渋

の
決
断
と
し
て
廃
止
を
行
っ
た
。

 

討
論（
反
対
討
論
）

　

以
下
の
3
議
案
に
対
し
反
対
討
論
が
あ
り
ま

し
た
。

○
議
案
第
46
号　

む
つ
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
○
議
案
第
55
号　

平
成
27
年
度
む
つ
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算

○
議
案
第
60
号　

平
成
27
年
度
む
つ
市
介
護
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　

　市政に対する市民の関心を高めるとともに、議会の活性化につなげ
ることを目的として、むつ市議会では初めての試みとして９月11日に
「日曜議会」を開催しました。
　当日は４人の議員が一般質問を行い、市内外から21名の方に傍聴
いただきました。　　　　　　　

日曜議会を開催しました

２０１６．１１２０１６．１１



( 1 4 )( 1 5 )

  

主
な
質
疑
と
答
弁（
一
般
会
計
）

★
地
方
創
生
先
行
型
事
業
費（
創
業
支
援
事
業
）

○
質
疑　

創
業
件
数
と
職
種
に
つ
い
て
。

○
答
弁　

創
業
件
数
は
20
件
で
あ
り
、
市
の
創
業

支
援
事
業
を
利
用
し
た
方
が
7
件
、
残
り
の
13

件
は
市
の
支
援
窓
口
を
経
由
し
な
い
で
創
業
し

て
い
る
。
ま
た
、
業
種
に
つ
い
て
は
飲
食
業
を

中
心
に
創
業
し
て
い
る
。

★
児
童
福
祉
総
務
費
（
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
）

○
質
疑　

児
童
数
に
対
す
る
指
導
員
数
に
ば
ら
つ

き
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
っ
て
い

る
の
か
。

○
答
弁　

配
置
計
画
と
し
て
、
一
つ
の
支
援
単
位

を
概
ね
40
名
と
し
て
お
り
、
40
名
に
つ
き
支
援

員
を
2
名
、
そ
の
う
ち
1
名
は
補
助
員
で
も
か

ま
わ
な
い
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
概
ね
標
準
通

り
の
配
置
と
な
っ
て
い
る
。

★
斎
場
管
理
費（
む
つ
市
斎
場
長
寿
命
化
事
業
）

○
質
疑　

事
業
結
果
か
ら
今
後
ど
の
よ
う
に
変
わ

る
の
か
。

○
答
弁　

む
つ
斎
場
に
つ
い
て
は
平
成
26
年
度
に

外
構
部
分
で
屋
根
の
張
替
え
を
行
い
、
今
年
度

は
未
だ
改
装
中
だ
が
内
装
の
設
備
お
よ
び
電
気

の
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
は
10
年
な
い
し

15
年
を
目
処
に
使
用
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

★
じ
ん
芥
処
理
費（
清
掃
セ
ン
タ
ー
維
持
管
理
費
）

○
質
疑　

川
内
、
大
畑
お
よ
び
脇
野
沢
地
区
に
あ

る
旧
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
現
状
に
つ
い
て
。

○
答
弁　

川
内
お
よ
び
大
畑
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
資
源
ご
み
の
回
収
後
に
分
別
作
業

を
行
い
、
そ
の
後
に
ア
ッ
ク
ス
・
グ
リ
ー
ン
へ

運
搬
し
て
い
る
。
な
お
、
脇
野
沢
に
つ
い
て
は

平
成
28
年
度
で
閉
鎖
予
定
と
し
て
い
る
。

★
商
工
振
興
費
（
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発
行
支

援
事
業
）

○
質
疑　

未
換
金
額
に
つ
い
て
。

○
答
弁　

む
つ
商
工
会
議
所
発
行
分
が
１
０
８
万

円
、
む
つ
市
川
内
町
商
工
会
発
行
分
と
し
て

33
万
４
０
０
０
円
、
大
畑
町
商
工
会
発
行

分
で
21
万
７
０
０
０
円
と
な
り
、
合
計
で

１
６
３
万
１
０
０
０
円
が
未
換
金
で
あ
る
と
の

報
告
を
受
け
て
い
る
。

★
非
常
備
消
防
費（
非
常
備
消
防
事
務
委
託
）

○
質
疑　

消
防
団
員
は
年
々
な
り
手
が
少
な
く
減
少
が

著
し
い
が
、 

今
後
の
対
策
と
し
て「
消
防
団
応
援
の
店
」

な
ど
の
対
策
で
消
防
団
員
の
確
保
に
努
め
て
は
ど
う

か
。

○
答
弁　

市
の
消
防
団
員
確
保
の
取
り
組
み
と
し

て
、
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
を
導
入
し
、

市
で
は
市
内
に
事
業
所
の
有
無
を
問
わ
ず
消
防

団
員
が
2
名
以
上
勤
務
し
て
い
る
こ
と
を
条
件

に
表
示
証
を
交
付
し
て
お
り
、
平
成
28
年
4
月

1
日
現
在
で
48
事
業
所
を
認
定
し
て
い
る
。「
消

防
団
応
援
の
店
」等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

★
義
務
教
育
振
興
費
（
外
国
語
指
導
助
手
派
遣
事

業
）

○
質
疑　

小
学
校
に
お
け
る
外
国
語
指
導
の
状
況

に
つ
い
て
。　

○
答
弁　

小
学
5
、
6
年
生
を
対
象
に
行
っ
て
お

り
、
文
部
科
学
省
で
教
材
を
製
作
し
、
覚
え
る

の
で
は
な
く
、
慣
れ
親
し
む
こ
と
を
目
標
と
し

て
お
り
、
各
校
で
は
子
供
た
ち
が
慣
れ
親
し
む

よ
う
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
方
を
活
用
し
て
い
る
。
な

お
、
学
校
に
よ
っ
て
は
低
学
年
か
ら
英
語
に
慣

　平成27年度の一般会計・特別会計・水道事業会計の各決算等は、議
長および議会選出の監査委員を除く全議員で構成された決算審査特別委
員会（委員長：野呂泰喜議員・副委員長：原田敏匡議員）で審査されました。
　決算審査特別委員会の審査結果は、一般会計歳入歳出決算、介護保険
特別会計歳入歳出決算については、それぞれ委員１名より反対討論があ
りましたが、賛成多数で認定すべきものと決定し、ほかの特別会計決算
等については、全会一致で可決・認定すべきものと決定いたしました。
　このページでは、決算審査特別委員会での質疑内容等について、その
一部をご紹介します。

決算審査特別委員会決算審査特別委員会での審査内容についてご紹介します。

決算審査特別委員会
野 呂 泰 喜 委員長

★一般会計

歳入額 歳出額 歳入歳出差引
345 億 630 万 2768 円 340 億 2943 万 2114 円 4 億 7687 万 654 円

※繰越明許費を差し引いた実質収支（黒字）額は、4億 6777万 5654円

★むつ市健全化判断比率

実質公債費比率 将来負担比率
16.9（25.0）％ 182.8（350.0）％

※（　）内の数字はむつ市の早期健全化基準を示す

平成 27 年度 むつ市一般会計歳入歳出決算ほか、

各会計決算議案を可決・認定
れ
親
し
ま
せ
る
時
間
を
確
保
し
て
い
る
が
、
時

間
数
に
つ
い
て
は
各
学
校
に
任
せ
て
い
る
。

★
小
学
校
管
理
費
（
非
構
造
部
耐
震
化
調
査
改
修
事

業
）

○
質
疑　

文
部
科
学
省
の
学
校
施
設
環
境
改
善
交

付
金
を
利
用
し
改
修
し
て
い
る
が
、
こ
の
交
付

金
は
毎
年
交
付
さ
れ
る
も
の
な
の
か
。
ま
た
、

今
後
の
改
修
予
定
に
つ
い
て
。

○
答
弁　

こ
の
補
助
金
は
平
成
27
年
度
の
み
の
補

助
金
と
な
っ
て
い
る
が
、
文
部
科
学
省
で
は
非

構
造
部
材
お
よ
び
耐
震
補
強
に
つ
い
て
大
規
模

改
修
の
名
目
で
継
続
す
る
予
定
で
あ
り
、
今
後

は
大
規
模
改
修
の
補
助
金
を
活
用
し
て
改
修
し

て
い
く
こ
と
と
な
る
。
今
後
の
改
修
計
画
に
つ

い
て
は
、
屋
上
防
水
、
体
育
館
の
屋
根
の
改
修

に
シ
フ
ト
し
て
行
う
こ
と
と
な
る
。

★
体
育
施
設
管
理
費
（
む
つ
運
動
公
園
整
備
改
修
事

業
）

○
質
疑　

５
年
毎
に
更
新
す
る
陸
上
競
技
場
第
二

種
公
認
に
毎
回
約
３
０
０
０
万
円
の
経
費
が
必

要
と
な
る
の
か
。
ま
た
、
第
一
種
公
認
と
の
違

い
は
何
か
。　

○
答
弁　

5
年
毎
に
行
わ
れ
る
第
二
種
公
認
の
更

新
に
つ
い
て
は
、
日
本
陸
上
連
盟
の
事
前
調
査

に
お
い
て
、
必
要
な
部
分
を
改
修
す
る
も
の
で

あ
り
、
そ
の
都
度
経
費
に
つ
い
て
は
変
動
す
る
。

ま
た
、
第
一
種
と
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
第
二

種
は
県
大
会
レ
ベ
ル
、
第
一
種
で
は
東
北
大
会

レ
ベ
ル
以
上
の
大
会
が
開
催
可
能
と
な
る
が
、

主
な
設
備
と
し
て
、
サ
ブ
ト
ラ
ッ
ク
が
必
要
と

な
る
。

★
公
債
費

○
質
疑　

一
時
借
入
金
利
子
に
つ
い
て
、
平
成
26

年
度
と
比
較
す
る
と
6
割
以
上
も
減
額
と
な
っ

て
い
る
が
、
何
か
特
別
な
対
策
を
し
た
の
か
。

○
答
弁　

平
成
26
年
度
は
、
一
般
会
計
お
よ
び
介

護
保
険
特
別
会
計
の
単
年
度
収
支
が
赤
字
だ
っ

た
の
に
対
し
、
平
成
27
年
度
は
単
年
度
収
支
が

黒
字
と
な
り
、
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
も
黒
字
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
歳
計
現
金
の

収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
、
資
金
不
足
に
陥
る

こ
と
が
平
成
26
年
度
に
比
べ
少
な
く
な
っ
た
た

め
、
一
時
借
入
金
の
借
入
額
お
よ
び
借
入
日
数

が
大
幅
に
減
少
し
た
。
ま
た
、
一
時
借
入
金
の

借
入
利
率
も
平
成
21
年
度
以
来
１
・
１
パ
ー
セ
ン

ト
で
あ
っ
た
が
、
平
成
27
年
度
か
ら
０
・
９
パ
ー

セ
ン
ト
に
引
き
下
げ
て
も
ら
っ
た
。
さ
ら
に
、

平
成
27
年
度
の
年
度
途
中
か
ら
基
金
か
ら
の
繰

替
運
用
も
開
始
し
、
こ
れ
ら
の
要
因
が
重
な
り

大
幅
な
減
額
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

★
歳
入
に
つ
い
て

○
質
疑　

固
定
資
産
税
が
減
額
に
な
っ
た
要
因
に

つ
い
て
。

○
答
弁　

国
の
制
度
に
よ
り
3
年
毎
に
行
わ
れ
る

土
地
と
家
屋
の
評
価
替
え
を
行
っ
た
結
果
、
減
額

と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
家
屋
に
つ
い
て

は
新
築
家
屋
が
あ
れ
ば
そ
の
分
固
定
資
産
税
は
増

額
要
因
と
な
る
が
、
評
価
替
え
で
減
額
と
な
る
。

ま
た
、
土
地
に
つ
い
て
は
、
土
地
の
評
価
、
地
価

調
査
等
を
加
味
す
る
必
要
が
あ
り
、
近
年
土
地
の

下
落
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
家
屋
の
税
額
の
伸
び

と
は
別
に
土
地
は
下
落
傾
向
に
あ
る
。

  

主
な
質
疑
と
答
弁（
特
別
会
計
等
）

★
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

○
質
疑　

平
成
26
年
度
に
比
べ
不
納
欠
損
額
が
約

２
７
０
０
万
円
ほ
ど
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
地

方
税
第
15
条
の
7
第
5
項
で
は
、
昨
年
に
比
べ

件
数
で
約
３
０
０
件
、
金
額
で
約
２
９
０
０
万

決算審査特別委員会 決算審査特別委員会は 9 月 13 日、14 日および 15 日に開催されました。

円
落
ち
込
ん
で
い
る
主
な
理
由
に
つ
い
て
。

○
答
弁　

不
納
欠
損
の
処
理
に
つ
い
て
は
様
々
な

方
法
が
あ
り
、
財
産
調
査
等
を
し
た
上
で
、
今

後
も
資
力
が
回
復
し
な
い
と
認
め
た
も
の
を
即

時
に
欠
損
し
て
い
る
。
件
数
の
差
に
つ
い
て
は
、

そ
の
年
度
に
お
い
て
状
況
等
も
異
な
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
よ
う
な
差
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
て

い
る
。

○
質
疑　

単
年
度
収
支
は
黒
字
と
な
っ
た
が
、
平

成
30
年
度
の
県
に
移
行
す
る
前
ま
で
に
黒
字
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
指
導
は
あ
る

の
か
。

○
答
弁　

ま
ず
、
単
年
度
収
支
が
黒
字
に
な
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
国
保
制
度
改
革
が
平
成
30

年
度
か
ら
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
前
段

と
し
て
財
政
支
援
の
拡
充
が
平
成
27
年
度
に
行

わ
れ
、
保
険
基
盤
安
定
制
度
の
中
で
保
険
者
支

援
分
が
広
が
り
、
そ
の
結
果
調
整
交
付
金
も
増

額
に
な
っ
た
こ
と
が
黒
字
に
な
っ
た
要
因
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
の
制
度
改
正

は
今
後
も
続
き
、
平
成
30
年
度
か
ら
は
新
た
に

保
険
者
努
力
支
援
制
度
が
始
ま
り
、
そ
の
分
で

も
若
干
財
政
が
改
善
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

当
市
の
累
積
赤
字
を
平
成
30
年
度
ま
で
に
黒
字

に
す
る
の
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、

国
の
指
導
で
は
今
回
の
財
政
規
模
の
拡
大
に
併

せ
て
財
政
支
援
の
拡
充
は
、
こ
れ
ま
で
社
会
保

障
制
度
が
幾
度
と
な
く
代
わ
り
構
造
的
問
題
か

ら
繰
上
充
用
や
法
定
外
繰
り
入
れ
が
増
え
て
き

た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ら
を
解
消
す
る
た

め
の
制
度
改
正
で
あ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
で
示

さ
れ
て
い
る
が
、
当
市
と
し
て
は
見
込
み
と
し

て
平
成
30
年
度
ま
で
に
全
額
黒
字
に
な
る
と
は

考
え
て
い
な
い
。

★
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

○
質
疑　

下
水
道
接
続
に
対
す
る
市
民
へ
の
Ｐ
Ｒ

に
つ
い
て
。

○
答
弁　

供
用
開
始
し
て
い
る
区
域
内
に
お
い
て

戸
別
訪
問
し
、
下
水
道
水
洗
化
に
対
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
等
を
用
い
て
、
下
水
道
へ

の
接
続
を
お
願
い
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
26

年
度
か
ら
排
水
設
備
の
助
成
金
と
し
て
10
万
円

を
限
度
と
し
て
補
助
し
て
い
る
制
度
も
併
せ
て

説
明
し
、
水
洗
化
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。

○
質
疑　

む
つ
処
理
区
の
普
及
率
が
５
．
４
パ
ー

セ
ン
ト
で
整
備
率
が
１
２
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
だ
が
、

普
及
率
が
低
い
。
整
備
区
域
内
の
公
共
施
設
の

接
続
率
は
ど
う
な
の
か
。
普
及
率
を
上
げ
る
に

は
公
共
施
設
か
ら
接
続
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

○
答
弁　

公
共
施
設
と
し
て
は
、
む
つ
総
合
病
院
、

図
書
館
、
第
一
田
名
部
小
学
校
が
接
続
済
み
で

あ
る
。

★
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

○
質
疑　

介
護
保
険
料
改
定
に
よ
る
値
上
げ
総
額

は
い
く
ら
か
。　

○
答
弁　

平
成
27
年
度
に
介
護
保
険
料
月
額
基
準

額
で
５
８
０
０
円
か
ら
６
０
０
０
円
へ
２
０
０

円
の
改
定
が
行
わ
れ
、
影
響
額
に
つ
い
て
は

７
６
１
万
４
０
０
円
の
増
額
で
あ
る
。完成が待たれる大畑町魚市場

２０１６．１１２０１６．１１
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一般質問このページでは一般質問の内容を一部要約してご紹介します。( 議員が作成した原稿により掲載しています。)

　石 田 勝 弘 議員

問　低投票率対策として期
日前投票所をむつ総合病
院内に設置せよ。設置期
間が７日間の場合の必要経費はいくら
か。

答　初期費用として受付用パソコン等の
備品購入費分が約 140 万円、投票立
会人や臨時職員の賃金等の経費が約
80 万円が必要だ。設置には今後社会
情勢などを見極め研究する。

問　鳥獣による被害額とその対策を示
せ。

答　過去２年間の農作物被害はサル・カ
モシカによるものが 247 万 8000 円、
クマが 56 万 4000 円だった。今年は
８月末でクマだけで 47 万円と多い。
対策として捕獲檻を設置し、27 頭を
捕獲した。クマ用忌避剤を設置した畑
では、今のところ被害はない。

　原 田 敏 匡 議員

問　東北観光復興対策交付
金に関する市の取り組
みについて。

答　インバウンド（訪日外国人旅行）の誘
客増加につなげるため、首都圏等の大
学に留学中の学生を当地域に招致し、
地域コミュニティや関係者との交流を
図りながら、外国人の視点による新た
な素材の掘り起こしを行い、外国人に
とって興味深い地域資源が世界中へ発
信され、むつ市に世界への扉が開かれ
ることに期待する、「”世界との架け橋”
留学生によるむつ下北魅力発掘事業」
の実施と、外国人旅行者向け「グッド
ラックトリップ」という英語、中国語、
韓国語の３カ国語を表記したパンフ
レットを制作する２事業を実施する。

　横 垣 成 年 議員

問　 国 道 338 号 む つ バ イ パ
スから太田橋までの歩道
のない区間は市の中心で
あり、トラックの通行が多い。児童・生
徒の通行もかなりあり、冬は特に危険な
区間である。一刻も早く歩道整備を県に
申請すべき。

答　当区間は青森県が管理する国道 338 号
であり、青森県に要望しているが未だ実
現していない。市としてもこの路線は児
童・生徒の通学路であり、大型車両等の
交通量も多く、歩道の整備が必要である
と認識しており、引き続き青森県に対し
要望していく。

※上記のほか「財政中期見通しについて」、
「合併特例債について」、「水産業のあり方
について」、「大畑庁舎の現状と今後につ
いて」質問がありました。

　佐々木 隆 徳 議員

問　脇野沢地区の振興を図
るべき。

答　脇野沢地区の振興には
ジオパーク活動が効果的だと考えてお
り、地域に元々ある色々な資源を更に
磨き上げ、それを教育活動や経済活動
につなげ、地域の活性化を図りたい。

問　夢の平成号を利用して鯛島の利活用
を図るべき。

答　市民や観光客が上陸できるよう、夢
の平成号を運行させる方向で準備を進
めており、脇野沢の観光振興を図りた
い。

問　休館中の脇野沢温泉の今後の見通し
を問う。

答　何らかの形で再開させたいと考えて
おり、現在外部機関に設備の改修方法
や経費の試算を委託している。

　大 瀧 次 男 議員

問　林業についての認識と
今 後 の 取 り 組 み に つ い
て。

答　むつ市は広大な森林を所有してお
り、伐採、植栽、保育と林業のサイク
ルを確立し、計画的な経営を行うこと
により、財政運営の財源の一つとして、
有益な事業であると認識している。

問　公道の役割を果たしている私道は、
舗装の有無に関らず、寄附採納を受け
整備すべきではないか。

答　整備が行われていない道路であって
も、その延長および幅員、並びに道路
排水の流末などの要件を調査確認した
うえで寄附採納の可否について判断を
している。

問　小学校の部活動について
答　部活動は教育課程外であり、地域で
の活動に移行するのが望ましい。

　佐 賀 英 生 議員

問　ＩＣＴ（インフォメー
ション・アンド・テクノ
ロジー）教育の導入と今
後。

答　モデル的に 2018 年度完成の、市立
関根中学校に先進のＩＣＴ機器を導入
予定している。その上で、他自治体の
活用事例を参考に効果を勘案しなが
ら、検討して行きたい。また、市教育
大綱に盛り込む方向で議論している。

問　コミュニティ・スクールについて。
答　導入した効果として、特色ある学校
づくりがされたという一方で、人材確
保等が困難な地域もあることや、理解
促進が十分でないこと、学校評議委員
等があるので、今後検討して行きたい。

※上記のほか「台風 9・10 号に関する被害
状況」等の質問がありました。

一般質問 9 月 8 日、9 日および 11 日の 3 日間で、10 人の議員が一般質問を行いました。

　鎌 田 ちよこ 議員

問　あかりでみまもるまち
づくりについて。

答　電気料金の負担軽減や
環境負荷の低減を図る民間のノウハウ
と資金や技術力を活用のＥＳＣＯ事業
導入で街路灯全面ＬＥＤ化により年間
約 1500 万円削減になる。県内一広い
夜のまちを新しいあかりで安全と安心
なまちづくりに努める。

※上記のほか、市民協働まちづくりへ公益
活動対象の市民活動保険を導入すべきで
はないか。圏域別がん死亡率で全がん下
北男性 1位、女性 8位、男性胃がん 1位、
女性大腸がん 2位だったがん対策につい
て。新生児の難聴検査導入について。マ
イナンバー制度の円滑な運用へ証明写真
機設置等の質問がありました。

　菊 池 光 弘 議員

問　冠水被害の柳町三丁目
について。

答　豪雨の際には、冠水が
頻繁に発生する地域であることから、
同地についても今後排水施設整備に向
け検討していく。

問　港湾整備事業について。
答　観光振興の拠点を目指すために、現
在の岸壁水深 7.5 メートルから大型客
船の入港可能な水深まで拡充整備につ
いて関係機関と協議して行きたい。

問　ヘルプカード普及事業の実施と市民
への周知対策について。

答　ヘルプカードは、今年 10 月上旬に
希望する方々へ配布を始める。障がい
のある方が安心して暮らすことができ
るよう普及促進に努める。

　

　工 藤 祥 子 議員

問　江戸中期から明治中
期まで北前船での交易、
文化交流が盛んに行わ
れたことで各地の元寄港地が協議会を
組織し「日本遺産」登録を目指してい
る。寄港地だったむつ市下北にも、各
地のまつりを始め、ゆかりの物が多数
あり、豊かな歴史、文化を育んできた。
他の寄港地とつながり、むつ下北の新
しい魅力を発信すべき。

答　今回認定されたジオパークの取り組
みを活用しながら、日本遺産というこ
とでなく北前船文化を発信して行きた
い。

問　かわうちまりんびーち等のオープン
期間が短縮されたが元に戻すべき。

答　昨年の入場者数等を踏まえコスト縮
減を図った。要望等を踏まえ、来年度
は検討したい。

　濵 田 栄 子 議員

問　日本ジオパークネット
ワーク加盟が認定され、
今後英語版も含めたプ
ロガイドの養成カリキュラム作りや他
団体と連携をとり、植樹体験や観光を
含めた環境を学ぶジオ研修プログラム
を組み、未来へのジオパークとして国
内外から誘客すべきと思うが考えを問
う。

答　専門的知識や英会話でのガイド養成
に取り組む。関係団体と連携し、下北
の特徴を打ち出したツアーの開発やジ
オに関する各種大会を誘致し、地域活
性化に結び付けたい。将来的にはユネ
スコの世界ジオパークを目指す。

問　老朽化し雨もり状態にある大畑庁舎
と大畑公民館について問う。

答　今後しっかり対応していく。

　　   議会傍聴について
　
　むつ市議会では、３月、６月、９月、
１２月の定例会や臨時会で、市民
の皆様の生活に関係の深い議案等
を審議します。
　傍聴はどなたでもできますが、
簡単な手続きが必要です。
　傍聴を希望される方は、当日直
接議場にお越しください。
　　　　　　　　　　

議会情報はホームページやフェイスブックから！
　むつ市議会では、平成 28年 9月9日からフェイスブックを活用し、本会議、常任委員会および特別委員会等、
市議会が主催する懇談会および報告会ならびに市議会からのお知らせ等について、積極的に情報発信を行うこと
により、より身近で開かれた議会を目指します。

　【ホームページ】
　 　
　 　議会の概要や構成、議員名簿、
　 　会議録、請願・陳情の提出方法
　 　などについて掲載しています。

　【フェイスブック】
　 　
　         市議会からのお知らせ、市議会の

開催・活動状況に関する情報につ
いて、積極的に発信しています。   
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【
総
務
教
育
常
任
委
員
会
】

○
９
月
13
日
付
託
議
案
審
査

　

総
務
教
育
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
３
議
案

に
つ
い
て
関
係
部
長
等
の
出
席
を
求
め
審
査
を
行

い
、
３
議
案
全
て
に
つ
い
て
全
会
一
致
で
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。。

（
委
員
会
審
査
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
）

 

・
議
案
第
48
号　

む
つ
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
変
更
に
つ
い
て

Ｑ
小
中
学
校
校
舎
等
解
体
事
業
は
計
画
ど
お
り
行

わ
れ
る
の
か
。

Ａ
当
計
画
に
よ
り
則
り
順
次
計
画
ど
お
り
解
体
し

て
い
く
。

Ｑ
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
事
業
を
追
加
し
た
経
緯
に
つ

い
て
。

Ａ
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
事
業
、
い
わ
ゆ
る
ソ

フ
ト
事
業
に
係
る
過
疎
対
策
事
業
債
発
行
限

度
額
内
で
検
討
し
た
結
果
で
あ
る
が
、
今
後
ほ

か
の
地
域
振
興
へ
の
活
用
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。

 【
そ
の
他
の
活
動
】

○
所
管
事
務
調
査

 

・
解
体
を
要
す
る
公
共
施
設
の
現
状
と
今
後
の
予

定
に
つ
い
て

【
産
業
建
設
常
任
委
員
会
】

○
９
月
13
日
付
託
議
案
審
査

　

産
業
建
設
常
任
委
員
に
付
託
さ
れ
た
４
議
案

に
つ
い
て
関
係
部
長
等
の
出
席
を
求
め
審
査
を
行

い
、
４
議
案
全
て
に
つ
い
て
全
会
一
致
で
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

（
委
員
会
審
査
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
）

 

・
議
案
第
64
号　

財
産
の
処
分
に
つ
い
て
（
む
つ

市
分
収
林
設
定
条
例
の
規
定
に
基
づ
く
契
約
に

よ
り
設
定
し
た
分
収
林
の
立
木
を
売
り
払
い
、

　

そ
の
収
益
を
造
林
者
と
の
間
に
お
い
て
分
収
す

　

る
た
め
の
も
の
）

Ｑ
契
約
を
締
結
し
て
い
る
組
合
は
他
に
も
あ
る
の

か
、
ま
た
、
来
年
度
以
降
の
計
画
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

Ａ
市
有
林
野
に
お
け
る
分
収
林
は
現
在
10
件
の
契

約
が
残
っ
て
お
り
、
来
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
、

伐
期
の
時
期
を
勘
案
し
な
が
ら
分
収
林
組
合
と

協
議
し
て
進
め
て
い
く
。

【
民
生
福
祉
常
任
委
員
会
】

○
９
月
13
日
付
託
議
案
審
査

　

民
生
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
３
議
案

に
つ
い
て
関
係
部
長
等
の
出
席
を
求
め
審
査
を
行

い
、
議
案
第
46
号
む
つ
市
廃
棄
物
及
び
清
掃
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
は
、

反
対
討
論
が
あ
っ
た
が
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
、
ほ
か
２
議
案
に

つ
い
て
は
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。

（
委
員
会
審
査
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
）

 

・
議
案
第
46
号　

む
つ
市
廃
棄
物
及
び
清
掃
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

Ｑ
ご
み
袋
の
額
の
改
定
を
提
案
す
る
前
に
ご
み
の

減
量
化
に
対
す
る
啓
発
活
動
や
丁
寧
な
指
導
、

住
民
と
の
対
話
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

Ａ
広
報
む
つ
で
の
情
報
発
信
や
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ

ス
ト
の
講
習
会
、
街
頭
で
の
雑
紙
の
回
収
の
Ｐ

Ｒ
な
ど
様
々
な
活
動
の
ほ
か
、
小
型
家
電
や
再

利
用
可
能
な
衣
類
の
回
収
な
ど
の
事
業
を
実
施

し
て
お
り
、
今
後
も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
。

Ｑ
資
源
ご
み
の
袋
が
値
下
げ
に
な
っ
た
理
由
。

Ａ
燃
え
る
ご
み
、
燃
え
な
い
ご
み
の
中
に
か
な
り

　

の
資
源
ご
み
が
混
入
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る

た
め
、
資
源
ご
み
を
分
別
す
る
よ
う
に
誘
導
し

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
値
下
げ
を
し
て
い
る
。

Ｑ
一
人
当
た
り
の
ご
み
の
排
出
量
が
県
内
で
３
番
目

に
多
い
理
由
を
調
査
し
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。

Ａ
現
在
ま
で
詳
細
な
調
査
を
行
っ
て
い
な
い
。

　
（
こ
の
答
弁
に
対
し
委
員
か
ら
）

※
効
果
的
に
ご
み
の
減
量
を
図
る
た
め
、
原
因
を

探
る
調
査
の
実
施
を
求
め
る
意
見
が
あ
っ
た

※
ご
み
の
減
量
化
の
た
め
に
何
が
得
策
な
の
か
を

第
一
に
考
え
て
、
今
後
、
各
地
域
の
町
内
会
等

を
通
じ
て
ご
み
に
特
化
し
た
行
政
の
考
え
を
伝

え
る
会
合
を
開
催
す
る
べ
き
と
の
意
見
が
出
さ

れ
た
。

 

・
議
案
第
52
号　

平
成
28
年
度
む
つ
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

Ｑ
市
内
の
Ｃ
型
肝
炎
の
人
数
に
つ
い
て
。

Ａ
保
険
適
用
さ
れ
た
薬
剤
は
昨
年
の
夏
に
認
可
さ

れ
、
む
つ
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
つ

い
て
も
昨
年
の
10
月
頃
か
ら
治
療
し
て
い
る
方

が
出
て
き
て
お
り
、
7
月
ま
で
の
診
療
分
で
36

件
を
確
認
し
て
い
る
。

・
議
案
第
53
号　

平
成
28
年
度
む
つ
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

Ｑ
人
件
費
の
増
加
は
職
員
が
1
人
増
え
た
と
い
う

こ
と
か
。

Ａ
直
営
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
1

名
増
に
な
っ
た
。

【
そ
の
他
の
活
動
】

○
所
管
事
務
調
査

 

・
各
種
健
康
診
断
の
受
診
状
況
と
健
診
後
の
保
健

指
導
に
つ
い
て

 

・
発
達
障
害
児
に
対
す
る
支
援
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て

常任委員会活動報告各常任委員会での審査内容や委員会の活動についてご紹介します。

※議会だよりでお知らせした内容の詳細については、今後ホームページ等で公表される会議録をご覧ください。

　
編
集
後
記

　

今
年
の
夏
は
、
暑
く
長
い
夏
で
し
た
が
、
８
月

か
ら
９
月
に
か
け
て
の
台
風
９
号
、
10
号
は
、
当

市
に
お
い
て
も
農
業
を
中
心
に
大
き
な
被
害
が
報

告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
盟
が
認
定
さ
れ
る

と
い
う
大
き
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、

ジ
オ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
市
民
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

む
つ
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
民
に
開

か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
、
第
２
２
９
回
定
例
会

に
お
き
ま
し
て
初
め
て
日
曜
議
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
午
前
中
は
20
名
以
上
の
方
が
訪
れ
ま
し

た
が
、
午
後
は
平
日
と
変
わ
ら
な
い
様
子
で
し
た
。

　

今
後
も
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
歩
み
続
け
る
議

会
を
目
指
し
、
な
お
一
層
の
努
力
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
す
。

　　  編集　広報広聴委員会

お問い合わせ先
　むつ市議会事務局
〒 035-8686　青森県むつ市中央一丁目８番１号

　　　　(0175-22-1111 内線 3613

〈
調
査
の
概
要
〉４
月
19
日（
火
）実
施

　

実
施
学
年　

・
本
市
小
学
６
年
生 

13
校 

４
５
３
名

　
　
　
　
　
　

・
本
市
中
学
３
年
生 

９
校 

５
１
５
名

〈
調
査
の
内
容
〉

◆
教
科
に
関
す
る
調
査

　

①
国
語
Ａ
、
算
数
Ａ
・
数
学
Ａ

　
　

主
と
し
て「
知
識
」に
関
す
る
問
題

　

②
国
語
Ｂ
、
算
数
Ｂ
・
数
学
Ｂ

　
　

主
と
し
て「
活
用
」に
関
す
る
問
題

◆
生
活
習
慣
や
学
習
環
境
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

〈
調
査
結
果
〉

◆
教
科
に
関
す
る
調
査

・
小
学
６
年
生

　

国
語
Ａ
が
全
国
平
均
、
県
平
均
を
上
回
り
、
算

数
Ａ
が
全
国
平
均
を
上
回
り
ま
し
た
が
、
県
平
均

は
下
回
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
語
Ｂ
と
算
数
Ｂ
は
全

国
平
均
、
県
平
均
を
下
回
り
ま
し
た
。

・
中
学
３
年
生

　

国
語
Ａ
お
よ
び
数
学
Ａ
、
数
学
Ｂ
が
全
国
平
均
、

県
平
均
を
上
回
り
ま
し
た
。
国
語
Ｂ
は
県
平
均
を

上
回
り
、
全
国
平
均
と
ほ
ぼ
同
じ
で
し
た
。

◆
生
活
習
慣
や
学
習
環
境
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

小
学
校
６
年
生
で
は
、「
家
で
計
画
を
立
て
て
勉
強

す
る
」、「
授
業
の
復
習
を
し
て
い
る
」の
割
合
が
全
国
や

小６  ２科目で全国平均を上回る
中３  ３科目で全国平均を上回る

広告

カチタス

広告

カチタス

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
　

全
国
の
小
学
６
年
生
及
び
中
学
３
年
生
を
対
象
に
、
文
部
科
学
省
が
実

施
し
た
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成 28 年度

県
よ
り
も
数
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
ま
す
が
、「
感
想
文

や
説
明
文
を
書
く
こ
と
」に
苦
手
意
識
を
持
っ
て
い
る
児

童
が
全
国
や
県
よ
り
も
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

中
学
校
３
年
生
で
は
、「
家
で
計
画
を
立
て
て
勉
強

す
る
」に
つ
い
て
、
全
国
や
県
を
数
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ

て
い
ま
す
が
、「
自
分
に
は
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思

う
」、「
友
だ
ち
の
前
で
自
分
の
考
え
を
発
表
す
る
」に

つ
い
て
が
全
国
や
県
よ
り
も
数
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
授
業
に
お
い
て
、「
学
習
の
目
標
と

ま
と
め
を
書
く
こ
と
」の
割
合
や
「
数
学
で
学
習
し
た

こ
と
を
普
段
の
生
活
の
中
で
活
用
で
き
な
い
か
を
考

え
る
」の
割
合
が
全
国
や
県
と
比
べ
て
数
ポ
イ
ン
ト
上

回
っ
た
こ
と
も
特
長
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、「
朝
食
を
毎
日
食
べ
て
い
る
」、「
家
の
人

（
兄
弟
姉
妹
を
除
く
）と
学
校
で
の
出
来
事
に
つ
い
て

話
を
し
て
い
る
」、「
好
き
な
授
業
が
あ
る
」、「
地
域

や
社
会
で
起
こ
っ
て
い
る
問
題
や
出
来
事
に
関
心
が

あ
る
」、「
友
だ
ち
と
の
約
束
を
守
っ
て
い
る
」、「
人

の
役
に
立
つ
人
間
に
な
り
た
い
」な
ど
肯
定
的
に
回
答

し
て
い
る
児
童
・
生
徒
ほ
ど
正
答
率
が
高
い
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
調
査
の
内
容
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
む
つ
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
後
と
も
、
地
域
や
家
庭
と
共
に
小
中
一
貫
教
育
を

通
じ
て
、
む
つ
市
の
児
童
・
生
徒
の
さ
ら
な
る
成
長
を

目
指
し
、
教
育
活
動
の
充
実
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

問 

学
校
教
育
課
教
育
政
策
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
３
１
３
２

調査結果（全国平均・県平均正答率との比較）
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委 員 長 横 垣 成 年 副委員長 中 村 正 志
委 員 目 時 睦 男 委 員 石 田 勝 弘

菊 池 光 弘 佐 賀 英 生
斉 藤 孝 昭 濵 田 栄 子
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『
ぼ
く
の
き
ん
ぎ
ょ
を
や
つ
ら
が
ね
ら
う
!
』

武
田
美
穂
／
作（
小
学
館
）

『
み
か
づ
き 
』

森
絵
都
／
著（
集
英
社
）

『
パ
ン
ダ
を
自
宅
で
飼
う
方
法
』

白
輪 

剛
史
／
著（
文
藝
春
秋
）

　

ラ
イ
オ
ン
と
戯
れ
、
ペ
ン
ギ
ン
と
泳
ぎ
、
カ
ピ
バ

ラ
と
ま
っ
た
り
…
。
動
物
園
の
人
気
者
は
買
え
る
の

か
？ 

飼
え
る
の
か
!? 

猛
獣
か
ら
珍
獣
、
和
み
獣
ま

で
、
夢
の
ペ
ッ
ト
と
暮
ら
す
方
法
を
教
え
ま
す
。

　

昭
和
36
年
。
小
学
校
用
務
員
の
吾
郎
は
、
勉

強
を
教
え
て
い
た
児
童
の
母
親
・
千
明
に
誘
わ

れ
、
学
習
塾
を
立
ち
上
げ
る
。
千
明
と
結
婚
し
、

家
族
に
な
っ
た
吾
郎
。
塾
も
順
調
に
成
長
す
る

が
、
予
期
せ
ぬ
波
瀾
が
2
人
を
襲
い
…
。

　

ぼ
く
の
大
事
な
金
魚
を
ね
ら
う
の
は
、
に
わ

と
り
、
犬
、
野
良
猫
…
。
心
配
で
心
配
で
、
ぼ

く
は
野
球
も
学
校
も
手
に
付
か
な
い
! 

子
ど

も
の
心
に
寄
り
添
う
、
楽
し
く
て
心
温
ま
る
ス

ト
ー
リ
ー
。

このほかの新着図書は、『図

書館新着だより』（毎月上

旬発行・館内にて配布）を

ご覧ください。『図書館新

着だより』は、市ホームペー

ジからもご覧いただけま

す。

【駐車場のご案内】
土・日・祝日は、隣接する（株）

青工様、下北建設業協会

様のご厚意で両社の駐車

場が利用できます。

問市立図書館(28-3500

H  http://www.city.mutsu.lg.jp

◆
読
書
週
間
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー（
本
館
の
み
）

〈
い
つ
〉11
月
１
日(

火)

～
12
月
４
日(

日)

　

１
日
１
回
、
本
の
貸
出
時
に
カ
ー
ド
に
ス
タ

ン
プ
を
押
し
ま
す
。
ス
タ
ン
プ
が
た
ま
っ
た
ら
、

ち
ょ
っ
と
し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

◆
映
画
監
督
川
島
雄
三
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

　

い
ま
だ
国
内
外
で
高
い
評
価
を
得
る
映

画
監
督
川
島
雄
三
。
川
島
監
督
ゆ
か
り

の
方
々
に
よ
り
、
人
物
像
、
作
品
に
つ
い

て
熱
く
語
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

〈
い
つ
〉

　

11
月
5
日（
土
）午
後
１
時
30
分
～

（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
1
時
間
、映
画
１
１
５
分
）

〈
パ
ネ
リ
ス
ト
〉　

　
髙
瀬
厚
太
郎 

氏（
川
島
雄
三
を
偲
ぶ
会
会
長
）ほ
か

〈
上
映
作
品
〉『
あ
し
た
来
る
人
』

◆
日
曜
シ
ネ
マ 

〈
い
つ
〉

　

11
月
13
日（
字
幕
版
）・
27
日（
吹
替
版
）

　

い
ず
れ
も
午
後
2
時
～

〈
ど
ん
な
〉

 『
ザ
ス
ー
ラ
』

（
２
０
０
５
年
・
米
・
１
０
５
分
・
ジ
ョ
ン
・
フ
ァ
ブ
ロ
ー
監
督
）

　

あ
る
日
ダ
ニ
ー
は
兄
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
に

閉
じ
込
め
ら
れ
た
地
下
室
で
「
ザ
ス
ー
ラ
」

と
書
か
れ
た
古
い
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
見
つ

け
る
。
ル
ー
ル
も
読
ま
ず
に
ゲ
ー
ム
を
始

め
て
し
ま
っ
た
瞬
間
、
家
の
中
に
流
星
群

が
降
っ
て
き
て
、
宇
宙
へ
家
ご
と
放
り
出

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

11 月 24 日（木）は休館日

長期計画決算消費生活議会 フェア国際交流 FAAVO図書館 学力information健康陸奥覧

２０１６．１１２０１６．１１

　いよいよアメリカ大統領選挙の本番が
やってきましたね。正直、アメリカ国内の
選挙なのに、世界中から注目を浴びてい
ることが少し不思議だったり、嫌な気持
ちも少しあったりしますが、わかるような
気もします。今年はたくさんの人からアメ
リカの大統領選挙について話かけられて
いるので、ここで日本に住むアメリカ人
の目線から少し紹介したいと思います。
　まずは皆さんが一番気になっていると
ころはトランプさんについてですよね。ト
ランプさんのような人が共和党の代表者
になったことを、多くの皆さんは信じら
れないと感じているようです。特に女性
の人、大卒の人、白人以外の人はトラン
プさんに対する苦手意識を持っている人
が多く、私の周りはトランプさんを苦手
と思っているアメリカ人が 9 割以上です。
　ただ、日本もアメリカも同じだと思い
ますが、アメリカには「政治家が嫌い、政
府がずるいことや悪いことをしている」と
思っている人もたくさんいます。そこでト

ランプさんが最初の頃に言った言葉「the 
system is broken」そして「an outsider is 
needed to fix Washington」はたくさんの
アメリカ人の心に響いた言葉だったので
す。「システムは壊れている。」そして「政治
家じゃない私こそ変えられる」という言葉
です。アメリカが良い方向に変わること
を信じたい人たち、またはヒラリークリン
トンさんにあまり良い印象を持っていな
い人たちの心に響いたのだと思います。
　10 年、日本に住んでいてもアメリカの
選挙権はまだあります。ただ、アメリカ
の投票率が低い多くの理由は州によって
結果が決まってるところが多いからだと
思います。例えば、私の地元のワシント
ン州（ワシントン DC ではなく、シアトル
の方です！）は主に Democratic です。こ
の 30 年ほどワシントン州で Republican
の大統領候補の人は一度も勝ったこと
がないです。アメリカの大統領選挙は合
計の投票数ではなく、例えばワシントン
州は今年も Democract の投票数の方が

Republican よりも多かったら、ワシント
ン州全ての票（16 票）が Democrat の方
にいく仕組みになっていて、「投票しても
結果は変わらない」と思いがちです。
　今年は特に注目される大事な選挙で
すので、投票率が上がるかどうか気にな
ります。
Republican ＝共和党

Democrat   ＝民主党

日
本
の
ア
ル
コ
ー
ル
・
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ

　

日
本
の
美
味
し
い
お
酒
を
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
一
緒
に
試

飲
し
ま
せ
ん
か
？
外
国
人
に
日
本
の
お
酒
の
美

味
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
日
本
人
の

参
加
者
と
楽
し
く
交
流
し
た
い
で
す
。
日
本
酒
、

焼
酎
、
女
性
に
も
飲
み
や
す
い
に
ご
り
酒
と
ス

パ
ー
ク
リ
ン
グ
日
本
酒
、
フ
ル
ー
ツ
酒
も
用
意

し
ま
す
。
お
つ
ま
み
も
た
く
さ
ん
用
意
し
ま
す
。

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

〈
い
つ
〉

　

11
月
26
日（
土
）午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉ま
さ
か
り
プ
ラ
ザ

〈
会
費
〉2
０
０
０
円

〈
定
員
〉30
名

〈
締
切
〉11
月
22
日（
火
）　

※
締
め
切
り
ま
で
に
企
画
調
整
課
（
エ
イ
ミ
ー
）

　

に
直
接
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
締
め
切
り
後

　

の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ
い
て
は
会
費
の
返
金
は

　

で
き
ま
せ
ん
。
何
卒
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

11
月
レ
ッ
ツ
国
際
交
流

エ
イ
ミ
ー
と
気
軽
に
何
で
も
ト
ー
キ
ン
グ

〈
い
つ
・
ど
こ
で
〉

　

７
日 （
月
）・
市
役
所
本
庁
舎（
第
3
会
議
室
）

　

15
日 （
火
）・
図
書
館（
会
議
室
）

　

24
日 （
木
）・
市
役
所
本
庁
舎（
第
３
会
議
室
）

　

30
日 （
水
）・
中
央
公
民
館
（
青
少
年
研
修
室
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

問 

企
画
調
整
課
国
際
交
流
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
３
１
２

国際交流推進員 
山道エイミー

 アメリカ大統領選挙
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人口 60,099 人 （＋ 19 人）
むつ地区 47,164 人 （＋ 53 人）
川内地区 4,130 人 （− 10 人）
大畑地区 7,163 人 （－ 18 人）
脇野沢地区 1,642 人 （−６人）
世帯数 29,356 世帯 （＋ 57 世帯）

（　 ）内は前月比

市 役 所
か ら の
お 知 ら せ

iinformation

 10 月1日現在 人口・世帯数

※住民基本台帳による

▶市役所本庁舎

  ☎ 0175-22-1111

▶川内庁舎

  ☎ 0175-42-2111

▶大畑庁舎

  ☎ 0175-34-2111

▶脇野沢庁舎

  ☎ 0175-44-2111

▶お問合せメール

　Ｅ info@city.mutsu.lg.jp

▶市ホームページ

　H  http://www.city.mutsu.lg.jp

▶市公式フェイスブック
　　https://www.facebook.com/mutsu.city

市からのお知らせをお伝えしま
す。催し物などは、イベント情
報に掲載しています。

　

  （
事
業
税
・
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
）

　
　

下
北
地
域
県
民
局
県
税
部
(
22

−

８
５
８
１

税
務
課
か
ら
お
知
ら
せ

◆
第
６
期
納
期
限

　

市
税
、
介
護
保
険
料
の
第
６
期
納
期

限
は
11
月
30
日（
水
）で
す
。

◆
税
務
課　

夜
間
・
休
日
窓
口
を
開
設

 〈
い
つ
〉11
月
25
日（
金
）
～
30
日（
水
）

　
（
平
日
）午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時
30
分

　
（
土
日
）午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
納
税
相
談
も
随
時
行
な
っ
て
い
ま
す
。

問 

税
務
課
収
納
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
２
３
２

市
営
住
宅
使
用
料
夜
間
・
休
日
窓
口
開
設

　

次
の
期
間
、
夜
間
お
よ
び
休
日
の
納
付

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
仕
事
な
ど
で
日
中

に
納
付
が
難
し
い
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 〈
い
つ
〉11
月
25
日（
金
）
～
30
日（
水
）

　
（
平
日
）午
前
８
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

　
（
土
日
）午
前
９
時
～
正
午

〈
ど
こ
で
〉建
築
住
宅
課

問 

建
築
住
宅
課
住
宅
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
７
５
８

無
料
歯
科
健
診
・
フ
ッ
素
塗
布

　

お
口
の
こ
と
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
方

（
む
し
歯
・
入
れ
歯
が
あ
わ
な
い
・
口
臭
・

顎
関
節
症
・
歯
並
び
等
）、
フ
ッ
素
塗
布

を
体
験
し
て
み
た
い
方
、
そ
の
他
に
も
お

自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
ま
し
ょ
う

　　

自
主
防
災
組
織
と
は
、
自
分
た
ち
の

地
域
で
自
分
た
ち
が
で
き
る
防
災
活
動

を
行
う
た
め
に
結
成
さ
れ
る
組
織
で
す
。

　

大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
地

域
で
初
期
的
な
対
応
を
行
う
こ
と
で
、

被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
結
成
方
法
〉

　

す
で
に
あ
る
団
体
を
活
用
す
る
場
合
、

町
内
会
等
の
既
存
の
団
体
を
、
そ
の
ま

ま
自
主
防
災
組
織
と
し
て
兼
ね
る
な
ど

〈
活
動
例
〉

・
地
元
の
お
祭
り
で
、
炊
き
出
し
や
テ

　

ン
ト
設
営
の
練
習
を
す
る
。

・
防
災
に
関
す
る
チ
ラ
シ
な
ど
を
定
期

　

的
に
作
成
・
配
布
す
る
。

〈
自
主
防
災
組
織
設
立
助
成
事
業
〉

　

設
立
し
た
自
主
防
災
組
織
に
対
し
、

管
轄
す
る
世
帯
数
に
応
じ
た
金
額
で
防

災
対
策
資
機
材
等
を
現
物
給
付
し
ま
す
。

問 

防
災
政
策
課

　

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
１
３
５

児
童
扶
養
手
当
の加

算
額
が
変
わ
り
ま
し
た

　

平
成
28
年
８
月
１
日
か
ら
児
童
扶
養

手
当
の
第
２
子
の
加
算
額
お
よ
び
第
３
子

以
降
の
加
算
額
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

〈
第
２
子
の
加
算
額
〉

　

月
額
５
０
０
０
円

　

→
全
部
支
給
１
０
０
０
０
円

　
　

一
部
支
給
９
９
９
０
～
５
０
０
０
円

〈
第
３
子
以
降
の
加
算
額
〉（
１
人
に
つ
き
）

　

月
額
３
０
０
０
円

　

→
全
部
支
給
６
０
０
０
円

　
　

一
部
支
給
５
９
９
０
～
３
０
０
０
円

※
い
ず
れ
も
受
給
者
の
所
得
に
応
じ
て
決
定
。

※
12
月
支
給
分（
８
月
～
11
月
分
）か
ら
の
変
更
。

問 

児
童
家
庭
課
子
育
て
給
付
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
５
１
７

分
収
林
に
成
育
す
る
立
木

一
般
競
争
入
札
で
売
払
い

〈
売
払
物
件
の
場
所
〉

む
つ
市
大
字
関
根
字
名
子
地
内

〈
入
札
参
加
申
込
み
受
付
期
間
〉

　

10
月
31
日（
月
）
～
11
月
18
日（
金
）※
土
日
祝
除
く

問 

農
林
畜
産
振
興
課
農
林
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
６
２
３

「
経
営
力
向
上
計
画
」で
稼
ぐ
力
を

強
化
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
！

　

中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
が
７
月
か
ら

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
や
中
堅
企
業
は
、
経
営
力
向
上
の

た
め
の
人
材
育
成
や
財
務
管
理
、
設
備
投

資
な
ど
の
取
り
組
み
を
記
載
し
た
「
経
営

力
向
上
計
画
」を
事
業
所
管
大
臣
に
申
請

し
て
い
た
だ
き
、
認
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置
や
各
種
金
融

支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

問 

産
業
振
興
課

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
６
５
３

半
島
振
興
法
に
基
づ
く
国
税
・
地
方
税

の
特
例
措
置
の
適
用
が
受
け
ら
れ
ま
す

　

市
で
は
、
半
島
振
興
策
の
一
環
と
し
て
、
半

島
振
興
法
に
基
づ
く
産
業
振
興
促
進
計
画
の
認

定
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
製
造
業
、

旅
館
業
、
農
林
水
産
物
等
販
売
業
、
情
報
サ
ー

ビ
ス
業
等
の
事
業
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の

た
め
に
設
備
投
資
と
し
て
一
定
額
以
上
の
機
械
、

建
物
等
を
取
得
し
た
場
合
、
国
税
で
は
５
年
間

の
割
増
償
却
の
適
用
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
特
例
措
置
を
受
け
た
い
場
合
に
は
税

務
申
告
前
に
市
産
業
振
興
課
へ
設
備
投
資
が

計
画
に
適
合
し
て
い
る
か
確
認
申
請
書
を
提

出
し
、
市
が
発
行
す
る
確
認
書
を
税
務
申

告
時
に
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
税
、
不
動
産
取
得
税
、
固
定
資

産
税
に
つ
い
て
も
特
例
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
各
担
当
ま
で
。

問 （
制
度
に
つ
い
て
）

　
　

産
業
振
興
課

　

(
22

−
１
１
１
１
内
線
２
６
５
３

　

 （
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
）

　

    

税
務
課
固
定
資
産
税
担
当

　

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
２
２
５
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口
の
健
康
情
報
満
載
で
す
。
申
込
み
不
要

で
、
ど
な
た
で
も
参
加
可
能
で
す
。

〈
い
つ
〉11
月
26
日（
土
）午
後
１
時
30
分
～
４
時

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館

〈
ど
ん
な
〉

・
無
料
歯
科
健
診
、
歯
の
な
ん
で
も
無
料
相
談

・
無
料
フ
ッ
素
塗
布（
事
前
歯
み
が
き
必
要
）	

・
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ	

・
栄
養
、
た
ば
こ
、
こ
こ
ろ
コ
ー
ナ
ー

※
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
１
０
０
ポ
イ
ン
ト

問 

健
康
推
進
課
歯
科
保
健
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
５
８
３

65
歳
か
ら
の
元
気
生
活
を
応
援

お
口
元
気
で
歯
ッ
ピ
ー
教
室
・
栄
養
満
点
教
室

　

65
歳
か
ら
の
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を

支
え
る
た
め
に
、
特
に
大
事
な
「
栄
養
」と

「
お
口
の
ケ
ア
」に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
い

つ
ま
で
も
、
お
い
し
く
食
べ
て
、
笑
っ
て

暮
ら
す
た
め
に
役
立
つ
教
室
で
す
。

◆
お
口
元
気
で
歯
ッ
ピ
ー
教
室

〈
い
つ
・
ど
こ
で
〉

・
11
月
18
日（
金
）・
来
さ
ま
い
館

・
11
月
24
日（
木
）・
脇
野
沢
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
栄
養
満
点
教
室

〈
い
つ
・
ど
こ
で
〉

・
11
月
17
日（
木
）・
脇
野
沢
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

・
11
月
29
日（
火
）・
来
さ
ま
い
館

〈
対
象
〉65
歳
以
上
の
方

〈
申
込
方
法
〉

　

11
月
10
日（
木
）ま
で
に
お
電
話
で
。

問 

介
護
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
５
６
５

川
内
地
区 

障
が
い
福
祉
相
談
会

 

　

川
内
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
で
障
が
い

を
お
持
ち
の
方
や
そ
の
ご
家
族
、
障
が
い

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
ご
心
配
の
方
な

ど
を
対
象
に
、
個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
将

来
へ
の
不
安
な
ど
、
何
で
も
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
予
約
不
要
、
無
料
で
す
。

〈
い
つ
〉

　

11
月
17
日（
木
）午
前
10
時
～
午
後
３
時

〈
ど
こ
で
〉川
内
庁
舎

問 

障
害
福
祉
課

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
５
９
５

む
つ
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス　食育

健
康
講
座

◆
サ
ケ
・
マ
ス
の
氷
頭（
ひ
ず
）で

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ

〈
い
つ
〉11
月
10
日（
木
）

〈
ど
ん
な
〉

「
サ
ケ
・
マ
ス
の
鼻プ

ロ
テ
オ
グ
リ
カ
ン

軟
骨
で
若
さ
を
保
つ
」

弘
前
大
学
教
育
学
部
特
任
教
授  

加
藤 

陽
治 

氏

「
氷ひ

ず頭
を
食
材
に
し
た
美
味
し
い
食
べ
方
を
学
ぶ
」

弘
前
医
療
福
祉
大
学
短
期
大
学
部
講
師 

三
上 

統
生 

氏

◆
夢
の
健
康
作
物
ア
ピ
オ
ス
で

生
活
習
慣
病
を
予
防

〈
い
つ
〉12
月
７
日（
水
）

〈
ど
ん
な
〉

「
ア
ピ
オ
ス
に
見
る
生
活
習
慣
病
予
防
の
機
能
」

弘
前
大
学
教
育
学
部
特
任
教
授  

加
藤 

陽
治 

氏

「
ア
ピ
オ
ス
を
家
庭
や
飲
食
店
で
も
っ
と
利
用
し
て
も
ら
う
に
は
？
」

む
つ
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
洋
食
料
理
長 

木
村 

圭
司
郎 

氏

下
北
ブ
ラ
ン
ド
研
究
所
研
究
管
理
員 

清
野 

貴
将 

氏

◆
ミ
ネ
ラ
ル
の
宝
庫
ナ
マ
コ
で

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
を

〈
い
つ
〉1
月
19
日（
木
）

〈
ど
ん
な
〉

「
ナ
マ
コ
の
持
つ
コ
ン
ド
ロ
イ
チ
ン
や
コ

ラ
ー
ゲ
ン
で
関
節
の
若
さ
を
維
持
し
よ
う
」

弘
前
大
学
教
育
学
部
特
任
教
授  
加
藤 

陽
治 

氏

「
ナ
マ
コ
の
加
工
方
法
や
調
理
方
法
を
学
ぼ
う
」

川
内
町
漁
業
協
同
組
合
加
工
課
課
長 

板
井 
直
樹 
氏

む
つ
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
洋
食
料
理
長 

木
村 

圭
司
郎 
氏

◆
豊
富
な
食
物
繊
維
ツ
ル
ア
ラ
メ
で

大
腸
癌
予
防
を

〈
い
つ
〉２
月
23
日（
木
）

〈
ど
ん
な
〉

「
ア
ル
ギ
ン
酸
、不
溶
性
食
物
繊
維
で
大
腸
癌
予
防
を
」

弘
前
大
学
教
育
学
部
特
任
教
授  

加
藤 

陽
治 

氏

「
ツ
ル
ア
ラ
メ
の
加
工
食
品
や
家
庭
料
理
へ
の
応
用
」

弘
前
医
療
福
祉
大
学
短
期
大
学
部
講
師 

三
上 

統
生 

氏

　

い
ず
れ
も
来
さ
ま
い
館
に
て
、
午
後
１

時
～
３
時
30
分
の
開
催
で
す
。

問 

総
合
戦
略
課

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
８
１
７

お
詫
び

　

広
報
む
つ
10
月
号
特
集
べ
こ
も
ち
全
国
へ

デ
ビ
ュ
ー
の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

正
し
く
は
畑
中
宏
子
（
後
列
左
）さ
ん
、

田
向
惇
子（
左
か
ら
２
人
目
）さ
ん
で
し
た
。
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11
月
９
日
は
１
１
９
番
の
日

　

む
つ
市
内
消
防
署
、
消
防
分
署
で
は
、

全
国
一
斉
に
制
定
さ
れ
て
い
る
「
１
１
９

番
の
日
」を
機
に
、
消
防
の
仕
事
や

１
１
９
番
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
と
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
防
火
防
災
意
識

の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

◆
本
年
の
１
１
９
番
受
付
件
数

　

平
成
28
年（
１
月
～
7
月
）に
下
北
消
防

本
部
で
受
付
し
た
１
１
９
番
の
件
数
は
、

１
９
３
６
件
で
、
一
日
平
均
約
9
件
と
な

り
ま
す
。
１
１
９
番
通
報
の
中
に
は
、
い

た
ず
ら
通
報
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
適
正

な
利
用
に
つ
い
て
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の

ご
協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
正
し
い
１
１
９
番
の
か
け
方

・
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
、
電
話
の

そ
ば
に
「
住
所
、
名
前
、
目
標
、
電
話

番
号
」の
メ
モ
を
準
備
し
て
お
く
。

・「
火
事
で
す
。」「
救
急
で
す
。」は
は
っ
き
り
。

・「
む
つ
市
○
○
町
○
番
○
号
○
○
と
い

う
家
で
す
。」と
正
し
く
詳
し
く
。

・「
○
○
が
燃
え
て
い
ま
す
。」「
○
○
が
突
然
倒
れ
ま

し
た
」と
何
が（
だ
れ
が
）ど
う
し
た
か
を
正
確
に

・
私
の
名
前
は
○
○
○
○
で
す
。
電
話
番
号

は
○
○

−

○
○
○
○
で
す
。

※
救
急
車
要
請
の
際
に
、
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
さ
な
い
で
来
て
ほ
し
い
と
の
要

望
が
多
々
あ
り
ま
す
が
、
救
急
車
が

緊
急
走
行
を
す
る
た
め
に
は
、
道
路

交
通
法
上
サ
イ
レ
ン
の
鳴
動
を
止
め

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
救
急
車
の
適
正
利
用

　
「
交
通
手
段
が
な
い
」「
病
院
で
も
ら
っ

た
薬
が
な
く
な
っ
た
」「
ヘ
ル
パ
ー
を
呼

ん
だ
が
来
て
く
れ
な
か
っ
た
・
・
」「
病

院
で
長
く
待
つ
の
が
面
倒
な
の
で
・
・
」

と
症
状
に
緊
急
性
が
な
く
て
も
、
救
急
車

を
呼
ぶ
人
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
本
当
に

救
急
車
が
必
要
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問 
む
つ
消
防
署 

(
22

−

１
６
８
０

 　

 

大
湊
消
防
署 

(
24

−

２
０
９
１

 　

 

川
内
消
防
分
署 

(
42

−

３
２
１
５

　

  

大
畑
消
防
署 
(
34

−

２
２
３
３

　

  

脇
野
沢
消
防
分
署 
(
44

−

２
０
２
０

平
成
29
年
度

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
予
約
貸
付

　

青
森
県
で
は
、
平
成
29
年
４
月
に
高
等
学

校
や
大
学
等
に
進
学
を
希
望
す
る
母
子
家
庭
、

父
子
家
庭
、
寡
婦
の
方
々
に
お
子
さ
ん
の
修

学
経
費
の
予
約
貸
付
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

〈
受
付
期
間
〉

11
月
１
日（
火
）～
平
成
29
年
２
月
17
日（
金
）

問 

下
北
地
域
県
民
局
福
祉
こ
ど
も
総
室

(
22

−

２
２
９
６

下
北
・
七
宝
海

お
歳
暮
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
の
ご
案
内

　

む
つ
下
北
地
区
商
工
会
連
絡
協
議
会
・

七
宝
海
事
業
で
は
、
期
間
限
定
で
お
歳

暮
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト（
宅
配
限
定
）を
ご
用
意

し
ま
し
た
。
お
申
込
み
は
、
お
近
く
の
む

つ
下
北
地
区
の
各
商
工
会
窓
口
ま
で
。

〈
受
付
期
間
〉11
月
30
日（
水
）ま
で

〈
発
送
日
〉12
月
８
日（
木
）

〈
出
張
受
付
〉

　

11
月
18
日（
金
）・
20
日（
日
）む
つ
来
さ
ま

い
館
に
て
開
催
。
午
前
10
時
～
午
後
２
時
。

問 

川
内
町
商
工
会 

(
42

−

２
３
０
１

　

 

大
畑
町
商
工
会 

(
34

−

３
５
０
０

大
畑
・
あ
さ
ひ
な
丘
プ
ー
ル

11
月
30
日
ま
で
営
業

　

11
月
26
日
（
土
） ～
30
日
（
水
）は
無
料

開
放
、
11
月
の
利
用
時
間
は
、
午
前
9

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
で
す
。

問 

む
つ
市
教
育
振
興
会

　

 

あ
さ
ひ
な
丘
プ
ー
ル 

(
34

−

６
８
１
０

日
本
年
金
機
構
か
ら
お
知
ら
せ

◆
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
送
付

　

平
成
28
年
1
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
ま
で

の
間
に
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明

書
を
11
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。
年
末
調
整

や
確
定
申
告
で
国
民
年
金
保
険
料
を
申
告
す

る
場
合
は
、
添
付
が
必
要
で
す
の
で
、
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

日
本
年
金
機
構
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

 

(
０
５
７
０

−

０
５
８

−

５
５
５
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子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
６

　

ニ
ー
ト
、
ひ
き
こ
も
り
、
不
登
校
、
発

達
障
害
な
ど
、
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
子

ど
も
・
若
者
の
現
状
や
、
本
人
・
家
族
に

対
す
る
社
会
的
サ
ポ
ー
ト
の
必
要
性
な
ど

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉

　

11
月
５
日（
土
）午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉む
つ
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル

〈
ど
ん
な
〉

　
「
子
ど
も
が
ひ
き
こ
も
り
に
な
り
か
け

た
ら
」著
者
の
上
大
岡
ト
メ
氏
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
育
て
上
げ
ネ
ッ
ト
職
員
に
よ
る
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
等

〈
定
員
〉２
０
０
名

〈
参
加
費
〉無
料

問 

青
森
県
青
少
年
・
男
女
共
同
参
画
課

(
０
１
７

−

７
３
４

−

９
２
２
４

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
あ
お
も
り

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
開
催

〈
い
つ
〉

　

11
月
４
日（
金
）午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉む
つ
市
役
所
本
庁
舎

〈
ど
ん
な
〉

　

エ
ゴ
グ
ラ
ム
を
使
っ
て
、
自
分
を
深
く

分
析
し
、
心
に
か
か
る
ブ
レ
ー
キ
が
ど
う

や
っ
て
で
き
た
の
か
を
知
り
、
前
に
進
む

勇
気
を
持
つ
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

〈
講
師
〉

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
交
流
分
析
協
会
青
森
Ｔ
Ａ
教
室

代
表　

大
友 

茂 

氏

◆
11
月
は「
年
金
月
間
」

11
月
30
日
は「
年
金
の
日
」

　

11
月
は
、
年
金
制
度
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
「
年
金
月
間
」で
す
。
国
民
年

金
は
、
老
後
や
不
慮
の
事
故
な
ど
万
一
の

時
に
大
き
な
支
え
と
な
り
ま
す
。
国
民
年

金
に
ご
加
入
の
方
は
、
保
険
料
を
忘
れ
ず

に
納
め
ま
し
ょ
う
。
納
付
が
困
難
な
場
合

は
免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

む
つ
年
金
事
務
所
で
は
夜
間
や
週
末
に

も
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

◇
夜
間
相
談
会

〈
い
つ
〉毎
週
月
曜
日
午
後
７
時
ま
で

（
月
曜
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌
日
）

◇
週
末
相
談
会

〈
い
つ
〉毎
月
第
２
土
曜
日

午
前
9
時
30
分
～
午
後
４
時　

問 

む
つ
年
金
事
務
所 

(
23

−

７
９
５
５

浄
化
槽
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　

浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を
利
用
し

て
汚
水
を
浄
化
す
る
た
め
、
適
正
な
管
理

が
必
要
で
、
次
の
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

・
定
期
的
な
保
守
点
検

・
年
１
回
の
清
掃

・
法
定
検
査
の
受
検（
使
用
開
始
後
お
よ
び
年
１
回
）

◆
法
定
検
査
に
つ
い
て
は
、

問 

一
般
社
団
法
人
青
森
県
浄
化
槽
検
査
セ
ン
タ
ー

　

 

(
０
１
７

−

７
２
６

−

９
５
０
０

◆
浄
化
槽
の
使
用
開
始
時
や
廃
止
時
、
所

有
者
の
変
更
時
な
ど
に
つ
い
て
は
、

問 

む
つ
環
境
管
理
事
務
所
(
33

−

１
９
０
０

〈
対
象
・
定
員
〉

　

フ
リ
ー
タ
ー
ま
た
は
45
歳
未
満
の
若
年

求
職
者
等
・
10
名
程
度（
先
着
）

〈
参
加
料
〉無
料

問 

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
あ
お
も
り

(
０
１
７

−

７
３
１

−

１
３
１
１

「
事
業
再
生
」に
向
け
た
取
り
組
み
を

お
手
伝
い
し
ま
す
！

　

売
上
が
伸
び
ず
に
借
入
金
の
負
担
が
大

き
い
。
過
剰
債
務
・
過
剰
設
備
に
よ
り
財

務
内
容
が
悪
化
し
て
い
る
。
事
業
見
直
し
・

金
融
機
関
調
整
が
必
要
。
そ
の
他
さ
ま
ざ

ま
な
ケ
ー
ス
の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

窓
口
相
談
無
料
。
秘
密
厳
守
。
お
気
軽

に
ご
相
談
を
。

問 

青
森
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

(
０
１
７

−

７
２
３

−

１
０
２
１

 　

 

青
森
県
産
業
復
興
相
談
セ
ン
タ
ー

(
０
１
７

−

７
５
２

−

９
２
２
５

青
森
県
最
低
賃
金
改
正

　

青
森
県
最
低
賃
金
が
10
月
20
日
（
木
）

か
ら
時
間
額
７
１
６
円
に
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
青
森
県
内
で
働
く
全
て
の
労

働
者
と
、
労
働
者
を
１
人
で
も
使
用
し
て

い
る
使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

問 

青
森
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

(
０
１
７

−

７
３
４

−

４
１
１
４

pinformation
public

公 共 情 報
公共機関などからの情報をお伝
えします。催し物などは、イベ
ント情報に掲載しています。

心配ごと・結婚相談 
時  毎週月曜日 10:00 〜 15:00 問 むつ市社会福祉協議会
場 社会福祉協議会（市役所本庁舎内）☎ 22-2731

祝日の場合は翌日に相談を受けます。

消費生活相談 
時 土・日・祝日を除く毎日 8:30 〜 17:15 問 むつ市消費生活センター
場 市役所本庁舎産業振興課内 ☎ 22-1353

消費者トラブルや悪質商法、多重債務の相談を受けます。

暮らしとお金の安心相談会 
時 第 3 水曜日 10:00 〜 16:00 問 消費者信用生活協同組合青森事務所
場   市役所本庁舎市民相談室 ☎ 0120-102-143

予約制です。借金など家計の悩みについての相談を受けます。

生活困窮者自立支援相談 
時 土・日・祝日を除く毎日 8:30 〜 17:15 問 生活福祉課
場   市役所本庁舎生活福祉課 ☎ 22-1111内線2542

生活維持・仕事探し・将来のことなど相談員が相談を受けます。

健康なんでも相談
時 土・日・祝日を除く毎日 8:30 〜 17:15 問 健康推進課
場 市役所本庁舎健康推進課 ☎ 22-1111内線2574

保健師や栄養士が相談を受けます。

各 種 相 談 日 程
法律相談
時 11 月 25 日（金）12:30 〜 問 市民連携課
場 市役所本庁舎市民相談室 ☎ 22-1111内線2154
予約受付は11月１日（火）午前8時30 分開始。1人 30 分、定員6 名（先着順）

法テラス法律相談 
時 11 月９日（水）12:30 〜 問 法テラス青森
場 市役所本庁舎市民相談室 ☎ 050-3383-5552

前日までの予約必要。1 人 30 分、定員 6 名（先着順）

行政相談 
時 11 月 21 日（月）10:00 〜 15:00 問 市民連携課
場 市役所本庁舎市民相談室 ☎ 22-1111内線2154

行政が行う仕事についての各種相談を受けます。

行政相談 
時 11 月 11 日（金）9:00 〜 12:00 問 大畑庁舎管理課
場 大畑庁舎 2 階第 2 会議室 ☎ 34-2111

行政が行う仕事についての各種相談を受けます。

人権相談 
時 祝日を除く月・水・金曜日 10:00 〜 17:00 問 青森地方法務局むつ支局
場   下北合同庁舎 2 階相談室 ☎ 23-3202

家族間や近隣関係のこと、学校や職場内のことなどの相談を受けます。

  時 日時　場 場所　問 問合先・申込先

長期計画決算消費生活議会 フェア国際交流 FAAVO図書館 学力information健康陸奥覧

２０１６．１１２０１６．１１



( 2 6 )( 2 7 )

　
　

 

労
働
保
険
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　

労
働
者
を
1
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業

主
は
労
働
保
険（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

に
加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
１
月
よ
り
65
歳
以
上
の
方

も
雇
用
保
険
加
入
対
象
と
な
り
ま
す
。

問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
む
つ

(
22

−

１
３
３
１

農
業
・
漁
業
用
免
税
軽
油
の

免
許
証
交
付
申
請
の
受
付

　

平
成
29
年
３
月
か
ら
使
用
す
る
農
業

用
お
よ
び
同
年
４
月
か
ら
使
用
す
る
漁

業
用
の
免
税
軽
油
の
免
許
証
交
付
申
請

を
対
象
地
区
ご
と
に
受
付
し
ま
す
。

　

受
付
日
時
や
場
所
、
必
要
な
も
の
に
つ

い
て
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

下
北
地
域
県
民
局
県
税
部
課
税
課

(
22

−

８
５
８
１
内
線
２
０
７

青
森
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

不
動
産
無
料
相
談
会

〈
い
つ
〉11
月
11
日（
金
）午

後
１
時
～
３
時

〈
ど
こ
で
〉む
つ
来
さ
ま
い
館

〈
ど
ん
な
〉

　

不
動
産
業
者
、
契
約
、
物
件
、
借
地

借
家
、
報
酬
に
関
す
る
相
談 

な
ど

※
事
前
に
電
話
に
よ
る
予
約
が
必
要
で
す
。

問 

青
森
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

下
北
む
つ
支
部
事
務
局

(
22

−

８
５
４
５

第
12
回
む
つ
海
洋
・
環
境
科
学

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

　

国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
原
子
力
研

究
開
発
機
構
青
森
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
、

国
立
研
究
開
発
法
人
海
洋
研
究
開
発
機

構
む
つ
研
究
所
、
公
益
財
団
法
人
日
本
分

析
セ
ン
タ
ー
む
つ
分
析
科
学
研
究
所
、
公

益
財
団
法
人
日
本
海
洋
科
学
振
興
財
団
む

つ
海
洋
研
究
所
の
４
研
究
機
関
と
青
森
県

下
北
地
域
県
民
局
お
よ
び
む
つ
市
は
、
次

の
と
お
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉

　

11
月
15
日（
火
）午
後
１
時
30
分
～
５
時
40
分

〈
ど
こ
で
〉む
つ
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

〈
ど
ん
な
〉

　

４
研
究
機
関
の
近
況
報
告
、
研
究
報

告
お
よ
び
特
別
講
演

〈
参
加
費
〉無
料

問
む
つ
海
洋
・
環
境
科
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
事
務
局

(
23

−

４
２
１
１

む
つ
市
む
つ
食
生
活
改
善
推
進
員
会

◆
男
性
の
た
め
の
料
理
教
室（
定
員
15
名
）

〈
い
つ
〉11
月
12
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館

〈
申
込
締
切
〉11
月
5
日（
土
）

◆
お
や
こ
料
理
教
室（
定
員
15
組
）

〈
い
つ
〉12
月
18
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館

〈
申
込
締
切
〉12
月
11
日（
日
）

※
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、ふ
き
ん
２
枚
持
参
。

※
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の
ポ
イ
ン
ト
が
付
き
ま
す
。

問 

む
つ
市
む
つ
食
生
活
改
善
推
進
員
会

東 

(
０
９
０

−

５
８
３
３

−

１
９
８
４

県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校

講
習
の
お
知
ら
せ

◆
酸
欠
・
粉
じ
ん
作
業
特
別
教
育
講
習

〈
い
つ
〉

　

12
月
８
日（
木
）・
９
日（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

〈
募
集
期
間
〉

　

10
月
26
日（
水
） ～
11
月
16
日（
水
）

〈
受
講
料
・
定
員
〉３
１
４
４
円
・
10
名

◆
建
築
大
工
技
能
検
定
実
技
講
習

〈
い
つ
〉

　

平
成
29
年
1
月
16
日（
月
） ～
20
日（
金
）

午
後
６
時
～
９
時（
５
日
間
）

〈
募
集
期
間
〉

　

11
月
14
日（
月
） ～
12
月
５
日（
月
）

〈
受
講
料
・
定
員
〉１
３
０
０
円
・
10
名

問 

県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校

(
24

−

１
２
３
４

田
名
部
高
校
定
時
制

　
　

社
会
人
向
け
高
校
入
試
説
明
会

〈
い
つ
〉11
月
28
日（
月
）

午
後
6
時
30
分
～
7
時
20
分

〈
対
象
〉

　

高
校
卒
業
資
格
を
得
た
い
一
般
社
会
人

〈
ど
ん
な
〉

　

入
学
試
験
説
明
、
校
内
見
学（
希
望
者
）

※
参
加
申
し
込
み
必
要

問 

田
名
部
高
校
定
時
制 

柿
本
・
對
馬

(
22

−

１
１
８
４（
午
後
１
時
30
分
～
）

　　問合先・申込先　　ファックス　　ホームページ　　ＥメールＥH問 F
掲載記事の詳細は、各機関にお問い合わせいただくか、ホームページ等でご確認ください。

む
つ
テ
ニ
ス
協
会

　
　

秋
季
ナ
イ
タ
ー
テ
ニ
ス
教
室（
硬
式
）

〈
い
つ
〉

　

11
月
4
日
～
12
月
23
日
の
毎
週
金
曜
日

　

午
後
７
時
～
９
時（
８
回
）

〈
ど
こ
で
〉し
も
き
た
克
雪
ド
ー
ム（
２
面
）

〈
対
象
者
・
定
員
〉初
心
者
・
60
名

〈
参
加
費
〉（
コ
ー
ト
、
ボ
ー
ル
代
）

　

一
般
３
０
０
０
円
・
協
会
員
１
５
０
０
円

　

中
学
・
高
校
生
１
０
０
０
円

〈
申
込
締
切
〉11
月
4
日（
金
）

※
貸
出
ラ
ケ
ッ
ト
有

問 

む
つ
テ
ニ
ス
協
会 斉

藤
(
22

−

７
１
１
６

初
心
者（
低
学
年
な
ど
）大
歓
迎
！

　

む
つ
市
小
学
校
卓
球
合
同
練
習
会

〈
い
つ
〉11
月
13
日（
日
）午
前
9
時
～
正
午

〈
ど
こ
で
〉大
平
中
学
校
体
育
館

〈
参
加
費
〉無
料

〈
申
込
締
切
〉11
月
５
日（
土
）

問 

む
つ
市
卓
球
協
会 

(
24

−

4
８
９
８

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
アレ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
座

　

長
寿
社
会
と
な
り
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で

笑
顔
で
生
活
で
き
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

本
講
座
は
、
日
常
的
に
体
を
動
か
す
こ
と

で
元
気
回
復
す
る
手
法
を
学
習
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉11
月
20
日（
日
）午
前
10
時
～
午
後
３
時

〈
ど
こ
で
〉む
つ
市
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク

〈
ど
ん
な
〉

　

午
前「
健
康
王
国
」に
よ
る
元
気
体
操
・
午
後「
ス

マ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
」脳
ト
レ
・
筋
ト
レ
・
脂
ト
レ

〈
受
講
料
・
定
員
〉１
0
０
０
円
・
20
名

〈
申
込
締
切
〉11
月
11
日（
金
）

〈
そ
の
他
〉昼
食
は
各
自
準
備
く
だ
さ
い
。

　

ど
な
た
で
も
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導

者
・
施
設
職
員
・
福
祉
担
当
者
な
ど
）参

加
で
き
ま
す
。県
民
カ
レ
ッ
ジ
単
位
認
定
・

む
つ
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
認
定
講
座
で
す
。

問 

む
つ
・
下
北
地
区
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

(
22

−

６
９
１
２（
F
A
X
兼
用
）

ク
リ
ス
マ
ス
と
お
正
月
に
飾
る

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

〈
い
つ
・
ど
こ
で
・
申
込
締
切
〉

◆
ク
リ
ス
マ
ス
ア
レ
ン
ジ

11
月
26
日 （
土
）午
後
2
時
30
分
～

　

ま
さ
か
り
プ
ラ
ザ
・
11
月
11
日（
金
）締
切

◆
お
正
月
ア
レ
ン
ジ

12
月
17
日 （
土
）午
後
2
時
30
分
～

　

む
つ
来
さ
ま
い
館
・
12
月
２
日（
金
）締
切

〈
参
加
費
・
定
員
〉３
５
０
０
円
・
各
５
名

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

サ
ー
ク
ル
デ
イ
ジ
ー 

佐
藤（
午
後
６
時
～
９
時
）

 

(
０
８
０

−

６
０
０
７

−

８
１
７
２

ｃinformation
circle

サ ー ク ル
団 体 情 報

　　問合先・申込先　　ファックス　　ホームページ　　ＥメールＥH問 F

　

は
じ
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
あ
ら
か
じ
め

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
お
花
と
手
芸
は

材
料
費
が
必
要
で
す
。

老
人
憩
の
家「
禄
寿
荘
」（
新
町
）

☎
23

−

５
８
０
０

お
花
教
室

18
日（
金
）

手
芸
教
室

15
日（
火
）
・
29
日（
火
）

踊
り
教
室

９
日（
水
）
・
30
日（
水
）

お
茶
教
室

10
日（
木
）
・
24
日（
木
）

習
字
教
室

11
日（
金
）

コ
ー
ラ
ス
教
室

14
日（
月
）
・
28
日（
月
）

ダ
ン
ス
教
室

９
日（
水
）
・
30
日（
水
）

カ
ラ
オ
ケ
教
室

14
日（
月
）
・
28
日（
月
）

囲
碁
・
将
棋
教
室

１
日（
火
）
・
15
日（
火
）

着
付
教
室

２
日（
水
）
・
16
日（
水
）

ダ
ン
ス
教
室
は
午
後
１
時
〜
３
時
、
カ
ラ

オ
ケ
・
囲
碁
・
将
棋
教
室
は
午
後
１
時
〜
４

時
、
そ
の
他
の
教
室
は
午
前
10
時
〜
正
午

老
人
憩
の
家「
福
寿
荘
」（
川
守
町
）

☎
29

−

１
８
０
０

詩
吟
教
室

１
日（
火
）
・
15
日（
火
）

日
舞
教
室

７
日（
月
）
・
21
日（
月
）

着
付
教
室

８
日（
火
）
・
22
日（
火
）

唱
歌
教
室

４
日（
金
）
・
18
日（
金
）

カ
ラ
オ
ケ
教
室

10
日（
木
）
・
24
日（
木
）

カ
ラ
オ
ケ
教
室
は
午
後
１
時
〜
４
時
、

そ
の
他
の
教
室
は 

午
前
10
時
〜
正
午

※
各
教
室
と
も
新
し
く
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。「
禄
寿
荘
」、「
福
寿
荘
」ま
た

は
各
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

む
つ
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

「
生
き
が
い
サ
ー
ク
ル
」

11
月
の
日
程

田
名
部
高
校
の
授
業
を

ご
覧
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

〈
い
つ
〉11
月
７
日（
月
） ～
９
日（
水
）

午
前
９
時
35
分
～
午
後
0
時
25
分

※
詳
細
は
、高
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

田
名
部
高
等
学
校
教
務
部

(
22

−

１
１
８
４

む
つ
市
私
立
幼
稚
園
協
会

平
成
29
年
度
園
児
募
集

　

入
園
案
内
・
願
書
を
配
布
中
で
す
。

　

11
月
１
日 （
火
）か
ら
入
園
願
書
の
受

付
を
開
始
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
各
幼
稚
園
ま
で
。

問 

む
つ
市
私
立
幼
稚
園
協
会
加
入
幼
稚
園

・
認
定
こ
ど
も
園
大
湊
幼
稚
園
(
24

−

２
８
３
２

・
大
湊
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
(
24

−

１
７
２
０

・
認
定
こ
ど
も
園
こ
ば
と
幼
稚
園
(
22

−
５
０
７
０

・
認
定
こ
ど
も
園
星
美
幼
稚
園
(
22

−
２
２
２
３

・
田
名
部
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
(
22

−

２
４
９
１

・
認
定
こ
ど
も
園
ひ
ま
わ
り
幼
稚
園
(
22

−

１
５
３
0

・
認
定
こ
ど
も
園
こ
す
も
す
幼
稚
園
(
34

−

５
２
５
５

・
あ
た
ご
幼
稚
園 

(
42

−

３
６
７
３
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12 日～

12 日 10 日～

９日～ ９日 ７日

６日

５日６日

５日

28 日～

３日～

e
information

event

イ ベ ント
情 報

　　問合先・申込先　　ファックス　　ホームページ　　ＥメールＥH問 F

弘
前
大
学
津
軽
三
味
線
サ
ー
ク
ル
む
つ
公
演

下
北
文
化
会
館
に
て　

入
場
無
料　

〈
い
つ
〉11
月
5
日（
土
）午
後
４
時
開
演　

　

50
人
を
擁
す
る
大
編
成
で
の
津
軽
三
味

線
合
奏
団
体
で
す
。 

静
岡
、東
京
、秋
田
、

北
海
道
な
ど
へ
の
遠
征
や
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
演
奏
を
精

力
的
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

問 

市
総
合
戦
略
課

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
８
１
７

消
防
庁
舎
、
消
防
車
両　

公
開

　
「
１
１
９
番
の
日
」行
事
の
一
環
と
し

て
、
む
つ
消
防
署
お
よ
び
大
湊
消
防
署
で

は
、
市
民
の
み
な
さ
ま
に
消
防
庁
舎
や
消

防
車
両
を
公
開
し
ま
す
。

◆
む
つ
消
防
署

〈
い
つ
〉11
月
６
日（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

午
後
１
時
～
３
時

〈
ど
ん
な
〉

　

消
防
庁
舎
開
放
、
消
防
車
両
展
示
、
放

水
体
験
、
消
防
車
両
体
験
搭
乗
、
消
火
器

取
扱
体
験
、
消
防
服
を
着
用
し
て
の
記
念

撮
影
な
ど
。

◆
大
湊
消
防
署

〈
い
つ
〉11
月
６
日（
日
）

掲載記事の詳細は、各機関にお問い合わせいただくか、ホームページ等でご確認ください。

1 0
月 

O
c
t
.

◇
11
月
６
日（
日
）

・
ピ
ア
ノ
の
し
ら
べ
・
コ
ー
ラ
ス
の
調
べ
・
華
扇

会
の
ひ
と
と
き	

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
の
ほ
か
、
生
涯
学

習
課
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

問 

む
つ
市
文
化
団
体
協
議
会
事
務
局

気
仙 

(
23

−

３
２
６
９

カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ
悠
々
第
23
回
写
真
展

む
つ
来
さ
ま
い
館
に
て　

〈
い
つ
〉11
月
３（
木
）
～
６
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
5
時

〈
ど
ん
な
〉

　

退
職
し
た
教
職
員
の
写
真
展
。入
場
無
料
で
す
。

問 
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ
悠
　々

 

佐
々
木 

(
22

−

３
８
６
９

第
24
回 

む
つ
走
五
酒
ラ
リ
ー
in
田
名
部

　

豪
華
賞
品
（
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

旅
行
、
韓
国
旅
行
、
32
型
液
晶
Ｔ
Ｖ
、
む

つ
市
共
通
商
品
券
）が
当
た
る
抽
選
付

き
！  

前
売
券
発
売
中
で
す
。

〈
い
つ
〉11
月
5
日（
土
）午
後
６
時
～

〈
ど
こ
で
〉田
名
部
地
区
飲
食
店
街

※
受
付
・
抽
選
会
場
は
む
つ
市
イ
ベ
ン
ト
広
場

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
む
つ
商
工
会
議
所
青
年
部
事
務
局

(
22

−

２
２
８
２

む
つ
市
地
産
地
消
運
動
協
力
店
感
謝
祭

Ｊ
Ａ
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り 

同
時
開
催　

　

地
産
地
消
運
動
を
市
民
の
み
な
さ
ま
に

よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、
同
運

動
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
お
店
を
一

堂
に
集
め
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉11
月
12
日（
土
）・
13
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

（
12
日
は
午
前
9
時
50
分
～
）

〈
ど
こ
で
〉市
役
所
本
庁
舎
開
放
エ
リ
ア

〈
ど
ん
な
〉

・
Ｊ
Ａ
お
楽
し
み
抽
選
会
・
特
産
品
販
売

・
ム
チ
ュ
ラ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
ゲ
ー
ム
大
会

・
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ

・
む
つ
☆
う
ま
健
康
法　

ほ
か

問 

市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
６
１
２

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
促
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
６
in
下
北

～
地
域
か
ら
未
来
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
～   

〈
い
つ
〉11
月
７
日（
月
）午
後
２
時
～

〈
ど
こ
で
〉む
つ
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

〈
ど
ん
な
〉

　

作
家
北
康
利
氏
講
演
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

に
関
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ほ
か

〈
入
場
料
〉無
料

問 

青
森
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
立
地
商
工
団
体
協
議
会

（
む
つ
商
工
会
議
所
内
）
(
22

−

２
２
８
１

釜
臥
荘 

べ
こ
も
ち
交
流
会 

無
料

　

釜
臥
荘
で
は
、
地
域
の
み
な
さ
ま
と
の

交
流
を
深
め
る
た
め
、
べ
こ
も
ち
交
流
会

を
開
催
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉11
月
９
日（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

〈
ど
ん
な
〉

　

た
べ
も
の
工
房
来
美
里
に
よ
る
べ
こ
も
ち
作

り
、
試
食
お
よ
び
意
見
交
換
会

〈
対
象
・
定
員
〉む
つ
市
在
住
の
方
・
20
名

〈
申
込
方
法
〉

　

10
月
31
日
（
月
）以
降
午
前
９
時
か
ら

午
後
4
時
の
間
に
電
話
に
て
。
定
員
に
な

り
次
第
締
切
。

問 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
釜
臥
荘

(
23

−

４
５
１
４

水
彩
画
サ
ー
ク
ル「
海
」作
品
展
示
会

む
つ
来
さ
ま
い
館
に
て　

〈
い
つ
〉11
月
９
日（
水
）～
12
月
７
日（
水
）

問 

む
つ
来
さ
ま
い
館 

(
33

−

８
１
９
１

第
47
回
む
つ
市
民
文
化
祭

◆
展
示
部
門	

〈
い
つ
〉10
月
28
日（
金
）～
10
月
30
日（
日
）

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館

〈
ど
ん
な
〉

・
書
道
展
・
絵
画
展
・
工
芸
展
・
文
芸
展（
短

歌
・
俳
句
）・
表
装
展
・
下
北
の
凧
展
・

籐
手
芸
展
・
盆
栽
展
・
水
墨
画
展
・
華

道
展（
29
日
・
30
日
）・
茶
道
展（
30
日
）

◆
舞
台
部
門

〈
い
つ
・
ど
ん
な
〉

◇
10
月
29
日（
土
）・
日
本
舞
踊
の
ひ
と
と
き

◇
10
月
30
日（
日
）

・
琴
名
流
大
正
琴
の
調
べ
・
唄
と
踊
り
の
共
演	

◇
11
月
３
日（
木
）

・
創
作
ダ
ン
ス
・
バ
レ
エ
の
ひ
と
と
き
・
民

謡
手
踊
り
・
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ

◇
11
月
５
日（
土
）

・
琴
伝
流
大
正
琴
の
調
べ
・
邦
楽
の
調
べ	

写
真
ク
ラ
ブ『
瞬
間
』２
０
１
６
写
真
展

図
書
館
に
て　

〈
い
つ
〉11
月
10
日（
木
） ～
13
日（
日
）

〈
テ
ー
マ
〉「
青
森
の
四
季
」

　

～
十
和
田
湖
、
奥
入
瀬
、
八
甲
田
～

問 

写
真
ク
ラ
ブ『
瞬
間
』本
間

 

(
０
９
０

−

４
３
１
０

−

２
６
５
９

下
北
未
来
塾　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

む
つ
来
さ
ま
い
館
に
て　

　
「
下
北
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
２
０
１
６

～
下
北
半
島
縦
貫
道
路
の
早
期
完
成
を

願
っ
て
～
」の
開
催
で
す
。入
場
無
料
で
す
。

〈
い
つ
〉

　

11
月
12
日（
土
）午
後
１
時
30
分
～

〈
ど
ん
な
〉

・
下
北
半
島
縦
貫
道
路
の
事
業
説
明

・
基
調
講
演

　

講
師　

西
日
本
高
速
道
路（
株
）

　

取
締
役
常
務
執
行
役
員　

前
川 

秀
和 

氏

・
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
発
表（
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｖ
Ｏ

し
も
き
た
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
）

・
下
北
未
来
塾

　
「
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
と
下
北
未
来
塾
の
弥
三
郎
節
」

問 

市
総
合
戦
略
課

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
８
１
４

　

午
前
９
時
～
正
午

〈
ど
ん
な
〉

　

消
防
車
両
展
示
、
濃
煙
体
験
、
通
報
体

験
、
消
火
器
取
扱
体
験
、
消
防
服
を
着
用

し
て
の
記
念
撮
影
な
ど
。

※
む
つ
消
防
署
で
は
、
駐
車
場
を
用
意
し
て
い
ま

せ
ん
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
災
害
発
生
時
は
、
内
容
変
更
や
中
止
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問 

む
つ
消
防
署 

(
22

−

１
６
８
０

　

 

大
湊
消
防
署 

(
24

−

２
０
９
１

わ
き
の
さ
わ
・
か
さ
ま
い
祭
り

〈
い
つ
〉11
月
６
日（
日
）午
前
９
時
30
分
～

〈
ど
こ
で
〉脇
野
沢
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

〈
ど
ん
な
〉

　

水
産
物
・
農
産
物
等
の
販
売
、
食
さ

ま
い
ゾ
ー
ン
屋
台
村
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ

ン
、
ホ
タ
テ
ほ
や
き
大
会
、
焼
干
ラ
ー
メ

ン
早
食
い
大
会
、
千
人
鍋
振
る
舞
い
、
元

祖
与
作
選
手
権
青
森
県
大
会
、
ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
、
大
ビ
ン
ゴ
大
会

問 

市
産
業
振
興
課

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
６
５
３
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11 月 27 日

26 日 23 日

20 日

20 日 19 日 13 日

　　問合先・申込先　　ファックス　　ホームページ　　ＥメールＥH問 F

常
念
寺 

雅
楽
演
奏
会
開
催　

　

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
無
料
で
す
。

ど
な
た
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

〈
い
つ
〉11
月
23
日（
水
・
祝
）午
後
５
時
～

〈
ど
こ
で
〉常
念
寺
会
館

〈
ど
ん
な
〉

　

浄
土
宗
青
森
教
区
雅
楽
会
に
よ
る
三

管
（
笙

し
ょ
う・

篳ひ
ち
り
き篥

・
龍

り
ゅ
う
て
き笛）、

三
鼓
（
羯か

っ
こ鼓 

・

太た
い
こ鼓

・
鉦し

ょ
う
こ鼓

）の
６
種
類
の
楽
器
を
用
い

た
演
奏
。お
な
じ
み
の
越え

て
ん
ら
く

殿
楽
を
は
じ
め
、

雅
楽
の
音
に
あ
わ
せ
る
歌
、
朗ろ

う
え
い詠
の
ほ
か
、

右
方
抜
頭
と
い
う
舞
楽
（
雅
楽
に
合
わ
せ

て
舞
人
が
踊
る
）も
演
奏
。

問 

常
念
寺 

(
22

−

１
８
９
１

航
空
自
衛
隊 

北
部
航
空
音
楽
隊
演
奏
会

〈
い
つ
〉11
月
26
日 （
土
）

　
　

   

午
後
２
時
～
４
時（
開
場
午
後
１
時
）

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

〈
入
場
料
〉無
料（
母
子
室
利
用
可
）

〈
入
場
券
種
〉

・
事
前
申
込
み
の
優
先
入
場
券（
優
先
席
確
保
）

　

往
復
は
が
き
に
応
募
者
の
住
所
、
入
場

希
望
者
の
氏
名
（
人
数
制
限
な
し
）を
記
入

し
、
返
信
面
に
応
募
者
の
住
所
、
氏
名
を

明
記
の
う
え
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
先

着
順
に
て
入
場
の
可
否
を
返
信
し
ま
す
。

・
事
前
申
込
み
不
要
の
一
般
入
場
券（
自
由
席
）

　

当
日
の
来
場
状
況
に
よ
り
、
入
場
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。下
北
文
化
会
館
、

市
役
所
本
庁
舎
、市
内
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

掲載記事の詳細は、各機関にお問い合わせいただくか、ホームページ等でご確認ください。

〈
ど
ん
な
〉

　

食
セ
ミ
ナ
ー
、
野
菜
他
即
売
、
出
店
、

抹
茶
・
自
然
食
セ
ッ
ト
券（
５
０
０
円
）な
ど

〈
講
演
〉

　
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・
自
然
農
法
の
こ
れ
か
ら
」

　

有
機
農
法
ア
ド
バ
イ
ザ
ー   　

鈴
木 

譲 

氏

問 

Ｍ
Ｏ
Ａ
自
然
農
法　

は
ま
な
す
会

(
22

−

２
０
５
２

石
け
ん
素
材
の
香
る
花
を
使
っ
た

フ
レ
グ
ラ
ン
ス
リ
ー
ス
教
室　

〈
い
つ
〉11
月
20
日（
日
）午
前
10
時
～
正
午

〈
ど
こ
で
〉ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ
多
目
的
ル
ー
ム

〈
ど
ん
な
〉

　

フ
レ
グ
ラ
ン
ス
フ
ラ
ワ
ー
で
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。

〈
対
象
・
定
員
〉中
学
生
以
上
の
方
・
15
名

〈
費
用
〉無
料

　

※
ユ
ニ
セ
フ
募
金
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
講
師
〉日
本
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会

澤
田 

幾
子 

氏 

〈
申
込
締
切
〉 

11
月
８
日（
火
）消
印
有
効

〈
申
込
方
法
〉

　

ハ
ガ
キ
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ

　
〒
０
３
９

－

４
２
２
３　

　
東
通
村
大
字
小
田
野
沢
字
見
知
川
山
１

－

８
０
９

 

☎
48

−

２
７
７
７

Ｅculture@
tonttu-village.jp

【
安
渡
館
】

も
の
づ
く
り
教
室　

参
加
者
募
集

　

折
り
た
た
み
コ
ー
ナ
ー
ラ
ッ
ク
と
木
製
キ
ュ
ー

ブ
カ
レ
ン
ダ
ー
を
親
子
で
楽
し
く
作
ろ
う
！

〈
い
つ
〉11
月
26
日（
土
）午
前
10
時
30
分
～

〈
講
師
〉青
森
県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校

〈
定
員
〉親
子
20
組

　
（
未
就
学
児
か
ら
中
学
生
ま
で
の
親
子
）

〈
参
加
費
〉無
料

〈
申
込
み
〉11
月
７
日（
月
）

　

午
前
10
時
か
ら
受
付
開
始

安
渡
館
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

　

昨
年
大
好
評
だ
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
と
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
今
年
も
設

置
し
ま
す
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
と
、
海
望
館
も
含
め
た
安

渡
館
周
辺
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
ム
チ
ュ

ラ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
一
緒
に
点
灯
し
ま
す
！

〈
い
つ
〉11
月
25
日（
金
）

　

午
後
３
時
50
分
～（
点
灯
は
午
後
４
時
）

〈
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
設
置
期
間
〉

　

12
月
25
日（
日
）ま
で

〈
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
設
置
期
間
〉

　

１
月
15
日（
日
）ま
で

問 

安
渡
館 

(
29

−

３
１
０
１

〈
優
先
入
場
券
の
応
募
締
切
〉

　

11
月
15
日（
火
）必
着

問 

航
空
自
衛
隊
第
42
警
戒
群
総
務
班

 

〒
０
３
５

−

０
０
９
６　

む
つ
市
大
湊
字
大
近
川
44

(
24

−

１
１
９
１
内
線
２
０
３

来
さ
ま
い
館
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

〈
い
つ
〉11
月
27
日（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
２
時

〈
ど
こ
で
〉む
つ
来
さ
ま
い
館

※
出
店
申
込
は
11
月
１
日
（
火
）か
ら
受
付
。
出

店
料
は
１
区
画
１
０
０
０
円
で
す
。

問 

む
つ
来
さ
ま
い
館 

(
33

−

８
１
９
１

む
つ
科
学
技
術
館
だ
よ
り　

11
月

◆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー

・
午
前
10
時
～
・
午
後
３
時
～

　

ま
ん
が
偉
人
物
語

　
『
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
／
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
グ
』

・
正
午
～　

　

太
陽
光
発
電
で
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
日
本

◆
つ
く
っ
て
た
い
け
ん
工
作
教
室

〈
い
つ
〉土
曜
・
日
曜
・
祝
日

〈
ど
ん
な
〉ハ
ニ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
を
つ
く
ろ
う
！

 

※
参
加
無
料
、
予
約
不
要

◆
理
科
実
験
・
観
察

〈
い
つ
・
ど
ん
な
〉日
曜
日

・
午
前
11
時
～

　
『
超
低
温
の
世
界
を
調
べ
よ
う
』

・
午
後
２
時
～

　
『
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
の
不
思
議
を
調
べ
よ
う
』

問 

む
つ
科
学
技
術
館 

(
25

−

２
０
９
１

　
　
　
　

【
弐
番
館
】

平
成
28
年
度
む
つ
市
文
化
賞
・
文
化
奨
励
賞

受
賞
者
紹
介
展

　

今
年
度
む
つ
市
文
化
賞
・
文
化
奨
励
賞

を
受
賞
さ
れ
た
方
の
作
品
お
よ
び
活
動
の

紹
介
。
入
場
無
料
。

〈
い
つ
〉11
月
３
日（
木
）～
11
月
13
日（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時（
３
日
は
午
後
２
時
～
）

問 

市
生
涯
学
習
課

(
22

−

１
１
１
１
内
線
３
１
４
１

【
み
ど
り
の
さ
き
も
り
館
】

花
と
み
ど
り
の
講
習
会　

参
加
者
募
集

　

第
３
回
「
冬
を
楽
し
く
迎
え
よ
う
！
コ
ン

テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
」（
初
心
者
向
け
）。
基
礎
知

識
を
学
び
、
実
際
に
コ
ン
テ
ナ
へ
寄
せ
植
え

し
ま
す
。
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
け
ま
す
！

〈
い
つ
〉

　

11
月
22
日（
火
）午
前
９
時
30
分
～
正
午

〈
講
師
〉

ガ
ー
デ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

澤
田 

貢
士 

氏

〈
定
員
・
参
加
費
〉20
名
・
１
０
０
０
円

〈
持
ち
物
〉ゴ
ム
手
袋
、
筆
記
用
具

〈
申
込
み
〉11
月
７
日（
月
）受
付
開
始

問 

市
都
市
政
策
課
み
ど
り
と
景
観
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
７
４
１

親
子
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
ろ
う　

〈
い
つ
〉11
月
13
日 （
日
）午
後
１
時
30
分
～

〈
ど
こ
で
〉中
央
公
民
館

〈
対
象
〉

　

未
就
学
～
小
学
５
年
の
20
名
（
大
人
の

方
同
伴
の
こ
と
）

〈
参
加
料
〉３
０
０
円

〈
持
ち
物
〉

・
Ａ
４
サ
イ
ズ
程
度
の
お
菓
子
の
空
き
箱

・
使
い
慣
れ
た
は
さ
み

〈
申
込
み
〉11
月
２
日（
水
） ～

問 

ム
チ
ュ
☆
ら
ん
ど（
む
つ
市
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
）

(
23

−

６
３
０
５

下
北
吹
奏
楽
団 

第
14
回
定
期
演
奏
会

　〈
い
つ
〉11
月
19
日（
土
） 

午
後
５
時
30
分
～

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

〈
料
金
〉４
０
０
円

（
未
就
学
児
無
料
・
母
子
室
開
放
）

〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

第
１
部　

吹
奏
楽
・
ス
テ
ー
ジ

第
２
部　

ク
ラ
シ
ッ
ク
・
ス
テ
ー
ジ

第
３
部　

ポ
ッ
プ
ス
・
ス
テ
ー
ジ

問 

下
北
吹
奏
楽
団 

事
務
局
長 

杉
山

(
０
８
０

−

５
５
５
４

−

６
５
２
５

Ｅ yoshiyuki.sugiyam
a0316@gm

ail.com

自
然
農
法 

収
穫
感
謝
祭

　〈
い
つ
〉11
月
20
日（
日
） 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

〈
ど
こ
で
〉Ｍ
Ｏ
Ａ
下
北
セ
ン
タ
ー

☆掲載枠数 …  12 枠　　☆掲載場所 …  トップページ（トップページのほか複数ページで表示）

☆掲載料金 … 月額 8,000 円
　※詳しくは市ホームページのバナー広告募集のページをご覧ください。

むつ市役所 検索

問 政策推進課広報室　☎ 22-1111 内線 1115　H http://www.city.mutsu.lg.jp/

約 61,000 アクセス

市ホームページ バナー広告募集中！

市公式ホームページ  月平均アクセス数（平成 27 年 1 月～ 12 月）
　※バナー広告のアクセス数を保証するものではありません。

長期計画決算消費生活議会 フェア国際交流 FAAVO図書館 学力information健康陸奥覧

北の防人

大
湊

２０１６．１１２０１６．１１



( 3 2 )( 3 3 )

　青森県ひきこもり地域支援センターでは、専門のコーデｨ
ネーターを配置し、ひきこもりに関する相談や、支援に関す
るさまざまな事業を行なっています。家族だけで抱え込まず
に“ひきこもり地域支援センター”に相談してみませんか。

　問 ◆本部：県立精神保健センター
　　　　☎ 017-787-3953　（平日）午前９時～午後４時
　　 ◆サテライト：県民福祉プラザ３階
　　　　☎ 017-735-8066   （平日）午前10時～午後３時
　※来所相談は、事前に電話にてご予約ください。

ひきこもりに悩んでいる
　　　ご本人やご家族の方へ

毎月 19 日は「食育の日」
　　　　　　　　　11 月は「食育月間」

11 月の在宅当番医

問 病院案内（下北消防本部）☎ 23-3999

〈時間〉 午後7時～10時
※変更となる場合がありますので予めご確認ください

３日（木） さ と う 眼 科 ク リ ニ ッ ク ☎ 23-9165

６日（日） ど ん ぐ り こ ど も ク リ ニ ッ ク ☎ 24-5656

13 日（日） 田 村 胃 腸 科 内 科 医 院 ☎ 22-3101

20 日（日） 千 田 医 院 ☎ 22-2639

23 日（水） 中 央 レ デ ィ ス ク リ ニ ッ ク ☎ 24-3151

27 日（日） 角 田 整 形 外 科 医 院 ☎ 22-7945

むつ下北薬剤師会
11 月の休日お薬電話相談

問 休日お薬電話相談事務局（七福薬局むつ内）☎ 34-9490

３日（木） あ け ぼ の 調 剤 薬 局 ☎ 090-3122-9183

６日（日） 沖 舘 薬 局 新 町 店 ☎ 080-5849-9536

13 日（日） ベ イ 薬 局 緑 ヶ 丘 店 ☎ 31-1115

20 日（日） 七 福 薬 局 む つ ☎ 34-9490

23 日（水） お き 薬 局 ☎ 090-3369-5051

27 日（日） み さ と 調 剤 薬 局 ☎ 090-8925-1316

〈時間〉 午後6時～10時

１日（火）ユニバースむつ旭町店 10：45 ～ 12：00
13：30 ～ 16：30

９日（水）サンデーむつ中央店 10：45 ～ 13：30

27 日（日）マエダストア苫生店 10：45 ～ 12：00
13：30 ～ 16：30

29 日（火）市役所脇野沢庁舎
マエダストア川内店

9：30 ～ 11：30
13：00 ～ 16：00

11 月の献血受付日程

　食育とは、食に関する知識と食を選択する判断力を身に
つけるための取組みを指します。
　まずはできることから始めましょう！！　　
１．１日３回規則正しく食事をとりましょう。
２．薄味で栄養バランスのとれた食生活を心がけ、欠食・
　　偏食をなくしましょう。
３．地元でとれた食材を使用し、料理づくりを楽しみましょう。
４．食に関心を持ち、家庭でも話題にしましょう。
第２次むつ市食育推進計画スローガン

　～笑顔で広がるおいしいご飯、
　　　　　　　　　笑って食べて心も体も健康に～
　　　問 健康推進課予防担当　☎ 22-1111 内線 2584

健康マイレージ 100 ポイント

問 健康推進課献血担当☎ 22-1111 内線 2586

11 月のハローベビー教室
　　　～夫婦・家族での参加大歓迎～

　妊婦さんや旦那さん同士で、おしゃべりしながら、体験を
中心に楽しく勉強します。妊婦さんのみの参加や里帰りされ
ている妊婦さんも大歓迎です！

〈いつ〉２日（水）、９日（水）、
　　　16日（水）、24日（木）
　　　午後６時 30分～８時
　　　（受付午後６時15分～）

〈どこで〉下北文化会館
　詳しくは、市ホームページや
平成 28 年度健康づくりカレン
ダー、お電話にて確認し、お申
し込み下さい。
　みなさんの参加、お待ちして
おります！

　問 健康推進課保健担当　☎ 22-1111 内線 2572

健康マイレージ 100 ポイント

市内各地の話題をお届けします！

あっと

　平成 28 年 10 月10日（月）に行われた日本ジオパー
ク伊豆半島大会において、下北ジオパークに対し日
本ジオパーク認定証の授与式が行われました。
　下北ジオパークを代表して、今回の認定審査で大
活躍した、田名部中学校の古川若葉（中）さん、浜道
れもん（右）さんのお２人が、日本ジオパーク委員会
の中田節也副委員長（東京大学地震研究所教授：左）
から認定証を手渡されました。
　地域の文化や伝統がどのような理由で大地とつな
がっているかを学び、活用しながら、地域全員で下
北の素晴らしさを全国にＰＲする活動がジオパーク
です。この活動の輪をさらに大きくしていきましょう。
　今回の認定により、ユネスコ世界ジオパークは８
地域、日本ジオパークは 35 地域となりました。

いよいよ、日本ジオパーク仲間入り
日本ジオパーク伊豆半島大会

下北にでんきが灯って 100 年
仙台市にて観光物産 PR イベント「しもきた印」

10 月１2 日（水）

　下北地域に電気が灯って今年で 100 年となることを記念
し、仙台市の東北電力グリーンプラザを会場に、下北６自
治体が連携して観光物産 PR イベント「しもきた印」を開催
しました。下北地域が誇る特産品の販売、大事に受け継い
できた文化や認定後初となるジオパークの PR と、仙台の
方々へ魅力あふれる資源の数々を紹介してきました。

２年連続 全国大会へ
第 19 回全国小学生クロスカントリーリレー研修大会青森県予選  むつ陸上クラブ優勝

10 月 14 日（金）

　10 月９日（日）に田舎館村で開催された「第 19 回全国小学
生クロスカントリーリレー研修大会青森県予選」でむつ陸上
クラブが優勝し、12 月 10 日（土）から大阪府万博記念公園
で開催される全国大会に出場することが決定しました。
　予選では強風に悩まされた区間もあったなかでの優勝
とのことで、昨年の全国第 23 位の成績を上回るのではと、
期待が高まります。選手のみなさんは、全国でも活躍でき
るように練習を頑張りたいと語ってくれました。

10 月 10 日（月）

長期計画決算消費生活議会 フェア国際交流 FAAVO図書館 学力information健康陸奥覧
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　プロバスケットボールチーム青森ワッツ公認クラ
ブの横浜クラブが、９月 18 日に福島県郡山市で開
催された「バスケットボールジャパンカップ U-12」
で２年ぶり２度目の第３位に輝き、この日は９名の
メンバーが報告に訪れました。
　準決勝で敗れて悔しいながらも、上位３チーム
の力の差はわずかだったとのことで、十分輝かし
い結果です。
　横浜クラブのみなさん、おめでとうございました。

ジャパンカップ U-12  第３位
青森ワッツ公認クラブ「横浜クラブ」　

今週のチャンピオンは？
ＮＨＫのど自慢

10 月 9 日（日）　

10 月３日（月）

　ＮＨＫのど自慢の公開生放送が行われ、会場の
下北文化会館には、出場者の自慢の歌声を聴こう
と、たくさんの観客が会場を埋め尽くしました。
　普段はテレビの画面に映る光景が目の前に。生
放送の時間が近づくにつれ、出場者のみならず観
客のみなさんも緊張したのではないでしょうか？
　それでも出場者のみなさんは、やっぱりテレビ
カメラの前だって歌がお上手。みなさん気持ち良
さそうに歌っていました。
　日曜のお昼、歌声を通して全国にむつ市の元気
をお届けしました。

　むつ市すこやかサポート事業所への認定が続い
ています。今回は第 12 号事業所として、一般財団
法人東北電気保安協会むつ事業所様が認定されま
した。
　同社の健康づくりの取組として、健診受診率
100％を始め、胃がん・大腸がん検診、産業医等に
よる保健指導、喫煙室設置、禁煙運動、無料歯科
検診、ノー残業デー実施、インフルエンザ予防接
種費用の助成等、社員の健康づくりをサポートし
ています。

すこやかサポート事業所第 12 号
一般財団法人東北電気保安協会むつ事業所

10 月 3 日（月）

　脇野沢小学校校舎の改築落成記念式典が、快
晴に恵まれたこの日、児童、先生、PTCA、工事
関係者、ご来賓のみなさんが見守るなかで行わ
れました。
　明治 7 年発足の脇野沢小学校は、新校舎を脇
野沢中学校の東側に建設し、市内では 2 校目と
なる併設型の小中一貫校となりました。
　ステージでは児童よろこびのことばが披露さ
れ、元気いっぱいの声に大きな拍手をもらった
児童たちは達成感に包まれた笑顔であふれてい
ました。

僕はオバケだぞ～ !
ハロウィンパーティー 2016 in むつ来さまい館

新たな歴史を刻みます
むつ市立脇野沢小学校改築落成記念式典

10 月 10 日（月）

10 月 1日（土）

　第 21 回となった健康ウォーキング大会が、時折冷
たい風の吹くなか市役所本庁舎を発着に行われ、のん
びりコースの 3 キロとチャレンジコースの 6.5 キロの 2
コースに約 307 名が参加し、汗を流しました。
　1 人で参加された方も、夫婦や家族、会社の仲間と
参加された方も、それぞれのコースを心地良いペース
でウォーキングを楽しみました。
　健康マイレージ事業対象のイベントでもあり、市民
のみなさんの健康に対する意識も年々高まってきてい
ます。

家族みんなで健康に！ 
第２１回健康ウォーキング大会

10 月 10 日（月）

　年々盛り上がりを増すハロウィンが近づいてきたこ
の日、むつ来さまい館ではハロウィンパーティーが開
催され、仮装パレードにはたくさんの参加者が集いま
した。
　参加者はみなさん、この日を待っていたとばかりに
さまざまなキャラクターに変身。映画やアニメのキャ
ラクター、忍者やおにぎりの仮装まで。
　パレード後の仮装コンテストでは、素敵な仮装やペ
アでの仮装に送られる栄冠を目指して、子どもたちは
最後までアピールを頑張りました。

長期計画決算消費生活議会 フェア国際交流 FAAVO図書館 学力information健康陸奥覧
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今
や
む
つ
市
の
う
ま
い
の
代
表
格
に
も

な
っ
た「
一
球
入
魂
か
ぼ
ち
ゃ
」を
栽
培
す
る

下
北
カ
ン
ブ
リ
ア
農
場 （
株
）農
場
長
の
沖

二
昭
宏
さ
ん
。
測
量
士
と
し
て
勤
務
し
た

会
社
が
農
業
へ
本
格
参
入
し
た
こ
と
を
機

に
、
農
作
物
の
栽
培
責
任
者
へ
抜
擢
さ
れ

た
と
い
う
異
色
の
経
歴
の
持
ち
主
で
す
。

　

栽
培
で
大
変
な
こ
と
は
、
親
づ
る
１
本

に
極
上
の
１
玉
を
実
ら
せ
る
た
め
に
、
脇

芽
（
子
づ
る
、
孫
づ
る
）を
全
部
手
で
取
る

作
業
や
、
天
敵
「
カ
ボ
チ
ャ
ミ
バ
エ
」が
付

か
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
る
こ
と
だ
と

沖
二
さ
ん
。

　

こ
う
し
て
栽
培
さ
れ
た
か
ぼ
ち
ゃ
は
、
高

級
デ
パ
ー
ト
や
有
名
飲
食
店
に
も
納
め
ら

れ
、
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

意
外
に
も
、
い
ち
ば
ん
美
味
し
い
食
べ

方
は
電
子
レ
ン
ジ
で
温
め
て
、
素
材
の
味

の
み
で
食
す
こ
と
な
の
だ
そ
う
で
す
。
市

内
ス
ー
パ
ー
で
も
販
売
さ
れ
て
い
る
「
一
球

入
魂
か
ぼ
ち
ゃ
」、
ぜ
ひ
お
勧
め
で
す
。

こ
の
人 

 
む
っ
ち
ゅ
星

　
　
　
農
業
生
産
法
人
下
北
カ
ン
ブ
リ
ア
農
場（
株
） 農
場
長　
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　連載

大人の部活

隔月連載

しもきたＴＡＢＩあしすと vol.7

下
北
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
記
念
ツ
ア
ー
開
催

　

９
月
９
日
、
下
北
ジ
オ
パ
ー
ク
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　

し
も
き
た
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｉ
あ
し
す
と
で
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
記

念
し
て
、
下
北
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
推
進
協
議
会
の
協
力
の
も
と
、

認
定
記
念
ツ
ア
ー
を
11
月
12
日（
土
）・
13
日（
日
）に
開
催
し
ま
す
。

　

記
念
ツ
ア
ー
は
、
下
北
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
も
ら
お
う
と
、

12
日
は
、
尻
屋
崎
や
猿
ヶ
森
砂
丘
を
巡
る
コ
ー
ス
と
、
川
内
川
渓

谷
や
野
平
高
原
を
巡
る
コ
ー
ス
。
13
日
は
、
大
間
崎
や
風
間
浦

村
を
巡
る
コ
ー
ス
と
、
北
部
海
岸
や
斗
南
ヶ
丘
を
巡
る
コ
ー
ス 

。

２
日
間
で
計
４
コ
ー
ス
を
設
定
し
ま
し
た
。
２
２
０
０
円
か
ら

４
３
０
０
円
の
旅
行
代
金
に
は
昼
食
代
、
体
験
料
、
保
険
代
な
ど

が
含
ま
れ
ま
す
。
募
集
人
員
は
そ
れ
ぞ
れ
20
名
。
申
込
順
で
定
員

に
達
し
次
第
、
応
募
を
締
め
切
り
ま
す
。
な
お
、
同
じ
開
催
日
に

２
コ
ー
ス
同
時
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
は
「
市
民

の
理
解
と
協
力
」が
あ
っ
て

は
じ
め
て
成
り
立
つ
も
の
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｉ
あ
し

す
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
。

問 

一
般
社
団
法
人
し
も
き
た
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｉ
あ
し
す
と
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